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熱戦・感動を

つないで！

熱戦・感動を熱戦・感動を

つないで！つないで！

（1） 第 478 号 ＪＳＡソフトボール 2024年（令和６年）11月10日



（2）第 478 号　 2024年（令和６年）11月10日

　

去
る
９
月
28
日
（
土
）
～
30
日
（
月
）
の

３
日
間
、
長
野
県
伊
那
市
を
舞
台
に
「
天
皇

盃
第
70
回
全
日
本
総
合
男
子
選
手
権
大
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

全
日
本
総
合
男
子
選
手
権
も
、
日
本
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
と
さ
れ
る

日
本
リ
ー
グ
を
は
じ
め
、
実
業
団
、
ク
ラ
ブ
、

大
学
の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
「
日
本
の
頂
点
」

を
競
い
合
う
文
字
通
り
「
国
内
最
高
峰
の
大

会
」と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、今
年
度
：

第
70
回
大
会
か
ら
新
た
に
「
天
皇
盃
」
の
冠

を
御
下
賜
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

〝
天
皇
盃
初
年
度
〟
と
な
っ
た
今
大
会

に
は
、
前
回
優
勝
・
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
（
栃
木
）、

準
優
勝
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
愛
知
）、
そ
の

優
勝
・
準
優
勝
チ
ー
ム
を
除
い
た
昨
年
の
日

本
リ
ー
グ
上
位
６
チ
ー
ム
が
推
薦
出
場
。
そ

こ
に
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
を
突
破
し
た

23
チ
ー
ム
と
地
元
１
チ
ー
ム
を
加
え
た
合
計

32
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
覇
が
競
わ
れ
た
。

天皇盃 第70回全日本総合男子選手権大会
令和６年９月28日（土）～30日（月）長野県伊那市／伊那ニッパツスタジアム 他

記録提供：長野県協会記録委員会

平林金属株式会社（岡山）

「初代・天皇盃」
王者に!!

日本の頂点をかけ、熱戦・激闘を展開！

平林金属株式会社平林金属株式会社（岡山）（岡山）

「初代・天皇盃」「初代・天皇盃」
王者王者に!!に!!
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「
初
代
・
天
皇
盃
」
の
栄
誉
を
つ
か
む
べ

く
、
大
会
最
終
日
に
勝
ち
残
っ
た
の
は
Ｈ
ｏ

ｎ
ｄ
ａ
、
高
知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
平
林
金
属
株
式
会
社
、

ダ
イ
ワ
ア
ク
ト
（
佐
賀
）。
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
「
真
の
日
本
一
」
を
め
ざ
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
最
後
の
戦
い
に
臨
ん
だ
。

〈
準
決
勝
〉

高
知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

７
︱
０　

Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ

　

両
チ
ー
ム
無
得
点
の
ま
ま
迎
え
た
４
回
表
、

高
知
は
こ
の
回
先
頭
の
２
番
・
味
元
琉
維
の

ラ
イ
ト
へ
の
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
１
点
を
先

制
。
続
く
５
回
表
に
も
１
番
・
片
岡
宜
久
の

タ
イ
ム
リ
ー
、
２
番
・
味
元
琉
維
の
ス
リ
ー

ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
、
４
番
・
高
島
大
揮
の
タ
イ

ム
リ
ー
等
「
集
中
打
」
を
浴
び
せ
て
一
挙
５

点
を
追
加
。
６
回
表
に
は
６
番
・
伊
藤
皓
二

に
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
飛
び
出
し
、
得
点
差

を
７
点
に
広
げ
、
そ
の
ま
ま
７
︱
０
の
６
回

コ
ー
ル
ド
勝
ち
！ 

〝
前
年
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
〟

を
予
想
外
の
大
差
で
打
ち
破
り
、
３
年
ぶ
り

の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

〈
準
決
勝
〉

平
林
金
属　

３
︱
２　

ダ
イ
ワ
ア
ク
ト

　

後
攻
の
ダ
イ
ワ
ア
ク
ト
は
初
回
、
二
死
満

塁
か
ら
ワ
イ
ル
ド
ピ
ッ
チ
で
１
点
を
先
取
。

こ
の
ま
ま
優
位
に
試
合
を
運
ぶ
か
に
見
え
た

が
、
平
林
金
属
も
４
回
表
に
１
番
・
浜
本
悌

が
「
初
球
」
を
鮮
や
か
に
振
り
抜
き
、
ラ
イ

ト
へ
「
目
の
覚
め
る
」
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
！ 

１
︱
１
の
同
点
で
迎
え
た
５
回
裏
、
ダ
イ
ワ

ア
ク
ト
が
一
死
三
塁
か
ら
再
び
ワ
イ
ル
ド
ピ

ッ
チ
で
１
点
を
勝
ち
越
し
、
こ
れ
で
勝
負
あ

っ
た
…
…
と
思
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
土
壇
場
の
７
回
表
、
平
林
金
属

は
一
死
か
ら
３
番
・
八
角
光
太
郎
が
追
い
込

ま
れ
な
が
ら
も
二
遊
間
を
し
ぶ
と
く
破
り
、

出
塁
。
す
か
さ
ず
二
盗
を
成
功
さ
せ
る
と
、

続
く
４
番
・
鳥
山
和
也
も
一
・
二
塁
間
を

「
執
念
」
で
抜
く
タ
イ
ム
リ
ー
! ! 

こ
の
打

球
を
右
翼
手
が
後
逸
す
る
間
に
打
者
走
者
・

鳥
山
和
也
も
一
気
に
生
還
を
果
た
し
、
こ
の

回
２
点
を
奪
い
、
３
︱
２
と
試
合
を
ひ
っ
く

り
返
し
た
。

　

投
げ
て
は
、
先
発
・
小
山
玲
央
が
常
に
先

手
を
取
ら
れ
る
嫌
な
流
れ
の
中
で
は
あ
っ
た

も
の
の
、〝
味
方
打
線
の
援
護
〟
を
信
じ
た

「
粘
り
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
」
を
展
開
。
最
終
７

回
裏
も
先
頭
打
者
に
バ
ン
ト
ヒ
ッ
ト
で
出
塁

さ
れ
た
が
、
渾
身
の
投
球
で
後
続
を
空
振
り

三
振
、
レ
フ
ト
フ
ラ
イ
、
空
振
り
三
振
に
斬

っ
て
取
り
、
熱
戦
に
終
止
符
。
３
年
ぶ
り
の

決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。

《
決
勝
》

高
知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
︱
５　

平
林
金
属

　

後
攻
の
平
林
金
属
は
初
回
、
一
死
か
ら
２

番
・
和
田
彩
斗
の
レ
フ
ト
へ
の
ソ
ロ
ホ
ー
ム

ラ
ン
で
早
々
と
１
点
を
先
取
。
さ
ら
に
３

番
・
八
角
光
太
郎
、
４
番
・
鳥
山
和
也
の
連

打
で
一
・
三
塁
と
し
、
５
番
・
井
上
裕
太
郎

が
レ
フ
ト
へ
キ
ッ
チ
リ
と
犠
牲
フ
ラ
イ
を
打

ち
上
げ
、
２
点
目
を
追
加
。
試
合
の
ペ
ー
ス

を
握
っ
た
。
平
林
金
属
は
３
回
裏
に
も
一
死

か
ら
２
番
・
和
田
彩
斗
が
左
中
間
へ
の
ツ
ー

ベ
ー
ス
で
出
塁
し
、
チ
ャ
ン
ス
メ
イ
ク
。
パ

ス
ボ
ー
ル
で
三
塁
に
進
む
と
、
３
番
・
八
角

光
太
郎
の
ラ
イ
ト
へ
の
犠
牲
フ
ラ
イ
で
生
還

し
、
３
点
目
。
４
番
・
鳥
山
和
也
も
左
中
間

最
深
部
へ
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
突
き
刺
し
、

も
う
１
点
を
加
え
、
１
点
返
さ
れ
た
直
後
の

４
回
裏
に
は
相
手
守
備
の
乱
れ
に
乗
じ
て
５

点
目
を
追
加
。
着
々
と
リ
ー
ド
を
広
げ
た
。

　

守
っ
て
は
、
決
勝
の
先
発
投
手
を
任
さ
れ

た
「
期
待
の
ル
ー
キ
ー
」
景
山
蓮
が
ソ
ロ
ホ

ー
ム
ラ
ン
二
発
で
２
点
を
失
い
は
し
た
が
、

５
イ
ニ
ン
グ
を
被
安
打
３
の
堂
々
た
る
ピ
ッ

チ
ン
グ
。
６
回
表
か
ら
「
エ
ー
ス
」
小
山
玲

央
が
リ
リ
ー
フ
に
立
ち
、
２
イ
ニ
ン
グ
を
被

安
打
１
・
奪
三
振
５
の
貫
禄
の
投
球
内
容
で

締
め
く
く
り
、
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
！ 

「
７
年
ぶ

り
５
回
目
」
の
総
合
選
手
権
優
勝
を
果
た
し

た
。

大会MVPに選ばれた
平林金属・小山玲央

大会結果詳細、全試合イニングスコアは
日本協会オフィシャルサイトで！

http://www.softball.or.jp/game/championship_mens/tournament2024/tournament.html
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SAGA 2024
国民スポーツ大会（ソフトボール競技）

令和６年10月12日（土）～14日（月・祝）
【成年男子】佐賀県白石町　【成年女子】佐賀県江北町・小城市
【少年男子】佐賀県みやき町・上峰町【少年女子】佐賀県太良町

記録提供：佐賀県協会記録委員会

熱戦展開!!
男女４種別で
熱戦展開!!
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去
る
10
月
12
日
（
土
）
～
14
日
（
月
・
祝
）

の
３
日
間
、
佐
賀
県
１
市
５
町
を
舞
台
に

「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ 
２
０
２
４ 

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
開
催
さ
れ
、
男

女
４
種
別
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
国
民
体
育
大
会
か
ら
「
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
へ
名
称
が
変
わ
り
、〝
国

ス
ポ
〟
と
し
て
は
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た

今
大
会
。「
こ
こ
か
ら
新
た
な
歴
史
・
時
代

を
築
い
て
い
こ
う
！
」
と
開
催
県
・
佐
賀
の

方
々
が
「
一
体
」「
一
丸
」
と
な
っ
て
大
会

運
営
も
し
く
は
サ
ポ
ー
ト
に
尽
力
し
、
無
事

成
功
裏
に
全
日
程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

結
果
は
、
少
年
男
女
の
２
種
別
で
優
勝
を

飾
っ
た
鹿
児
島
県
が
天
皇
杯
得
点
と
な
る
男

女
総
合
優
勝
。
成
年
女
子
も
第
３
位
の
成
績

を
収
め
た
鹿
児
島
県
は
皇
后
杯
得
点
と
な
る

女
子
総
合
優
勝
も
手
に
し
、
見
事
「
二
冠
」

に
輝
い
た
。

●
成
年
男
子
●

　

成
年
男
子
の
部
は
、
佐
賀
県
白
石
町
／
白

石
町
総
合
運
動
場
（
白
石
中
央
公
園
多
目
的

広
場
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
長
崎
県
、
大

阪
府
、
高
知
県
、
愛
知
県
が
ベ
ス
ト
４
へ
名

乗
り
を
上
げ
た
。

〈
準
決
勝
〉

長
崎
県　

３
︱
２　

大
阪
府

　

両
チ
ー
ム
無
得
点
の
ま
ま
迎
え
た
５
回
裏
、

大
阪
は
７
番
・
吉
永
文
太
、
８
番
・
南
村
海

斗
の
長
短
打
で
待
望
の
１
点
を
先
取
。
な
お

無
死
三
塁
の
チ
ャ
ン
ス
が
続
き
、
９
番
・
古

賀
大
祐
が
レ
フ
ト
へ
犠
牲
フ
ラ
イ
を
打
ち
上

げ
、
２
点
目
を
追
加
。
勝
利
を
グ
ッ
と
引
き

寄
せ
た
か
と
思
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
長
崎
が
直
後
の
６
回
表
、
９

番
・
田
原
彰
大
の
ツ
ー
ベ
ー
ス
と
相
手
守
備

の
乱
れ
で
１
点
を
返
す
と
、
さ
ら
に
二
死
一

塁
と
な
っ
た
場
面
で
４
番
・
メ
ー
ン
ズ
・
ジ

ェ
ー
ラ
ン
秀
吉
が
セ
ン
タ
ー
へ
「
値
千
金
」

の
逆
転
ツ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
！ 

こ
の
回

奪
っ
た
３
点
が
結
局
決
勝
点
と
な
っ
て
、
長

崎
が
３
︱
２
の
僅
差
で
勝
利
。
優
勝
に
王
手

を
か
け
た
。

〈
準
決
勝
〉

愛
知
県　

３
︱
２　

高
知
県

　

試
合
が
動
い
た
の
は
４
回
表
、
愛
知
は
こ

の
回
先
頭
の
４
番
・
宮
本
海
斗
が
レ
フ
ト
へ

先
制
の
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
！ 

続
く
５
番
・

杉
山
喜
規
、
６
番
・
黒
岩
誠
亥
の
連
続
ツ
ー

ベ
ー
ス
で
２
点
目
を
追
加
し
、
主
導
権
を
握

っ
た
か
に
見
え
た
。

　

し
か
し
、
高
知
も
５
回
裏
に
８
番
・
中
西

康
太
か
ら
の
３
連
打
で
２
︱
２
の
同
点
に
追

い
つ
き
、
試
合
は
そ
の
ま
ま
延
長
タ
イ
ブ
レ

ー
ク
へ
突
入
。

　

迎
え
た
延
長
８
回
表
、
愛
知
は
二
死
か
ら

ワ
イ
ル
ド
ピ
ッ
チ
で
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
走
者

が
三
進
。
こ
こ
で
３
番
・
佐
藤
光
希
が
左
前

タ
イ
ム
リ
ー
を
放
ち
、
３
︱
２
と
１
点
を
勝

ち
越
し
。
そ
の
裏
の
高
知
の
攻
撃
を
先
発
・

八
木
孔
輝
が
無
得
点
に
抑
え
、
接
戦
を
勝
ち

切
り
、
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

《
決
勝
》

愛
知
県　

２
︱
５　

長
崎
県

　

後
攻
の
長
崎
は
初
回
、
二
死
一
塁
か
ら
４

番
・
メ
ー
ン
ズ
・
ジ
ェ
ー
ラ
ン
秀
吉
の
ツ
ー

ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
２
点
を
先
制
。

　

終
盤
６
回
表
に
愛
知
の
３
番
・
佐
藤
光
希

に
同
点
ツ
ー
ラ
ン
を
打
ち
返
さ
れ
た
が
、
そ

の
裏
、
一
死
か
ら
３
連
打
で
満
塁
と
攻
め
立

て
、
６
番
・
田
原
遼
雅
の
サ
ー
ド
ゴ
ロ
の
間

に
勝
ち
越
し
。
さ
ら
に
７
番
・
町
田
佳
樹
が

セ
ン
タ
ー
前
タ
イ
ム
リ
ー
、
こ
れ
に
相
手
守

備
の
乱
れ
も
絡
ん
で
２
点
を
加
え
、
こ
の
回

一
挙
３
得
点
！ 

そ
の
ま
ま
５
︱
２
で
勝
利

を
収
め
、「
５
年
ぶ
り
３
回
目
」
の
栄
冠
を

つ
か
ん
だ
。

「少年男女で優勝」を飾った鹿児島

佐賀県白石町にて開催された成年男子

長崎が投打に好調な戦いぶりで、５年ぶりの優勝！



（6）第 478 号　 2024年（令和６年）11月10日

●
成
年
女
子
●

　

成
年
女
子
の
部
は
、
佐
賀
県
江
北
町
・
小

城
市
／
江
北
町
立
江
北
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
牛
津
総
合
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
愛
媛
県
、
兵
庫
県
、
群

馬
県
、
鹿
児
島
県
が
準
決
勝
へ
進
出
。

〈
準
決
勝
〉

兵
庫
県　

０
︱
７　

愛
媛
県

　

後
攻
の
愛
媛
は
初
回
、
相
手
守
備
の
乱
れ

と
６
番
・
岩
永
優
衣
里
の
タ
イ
ム
リ
ー
ツ
ー

ベ
ー
ス
で
２
点
を
先
制
。

　

先
手
を
取
っ
た
愛
媛
は
２
回
裏
に
も
１

番
・
瀧
川
愛
海
、
４
番
・
本
間
紀
帆
、
５

番
・
川
口
茉
菜
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
３
点
、
３

回
裏
に
も
本
塁
で
の
走
塁
妨
害
で
１
点
、
４

回
裏
に
も
７
番
・
安
川
裕
美
の
タ
イ
ム
リ
ー

で
１
点
を
追
加
。
13
安
打
・
毎
回
の
７
得
点

（
５
回
コ
ー
ル
ド
）
で
兵
庫
に
完
勝
し
、
決

勝
へ
駒
を
進
め
た
。

〈
準
決
勝
〉

鹿
児
島
県　

０
︱
１　

群
馬
県

　

両
チ
ー
ム
の
投
手
（
鹿
児
島
・
竹
原
由
菜
、

坪
野
三
咲
、
群
馬
・
勝
股
美
咲
）
が
一
歩
も

譲
ら
ぬ
「
投
げ
合
い
」
を
展
開
。
０
︱
０
と

互
い
に
得
点
を
挙
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
、
試
合

は
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
に
入
っ
た
。

　

延
長
８
回
表
の
鹿
児
島
の
攻
撃
を
無
得
点

に
抑
え
た
群
馬
は
、
そ
の
裏
、
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
の
走
者
を
３
番
・
工
藤
環
奈
が
犠
打
で
キ

ッ
チ
リ
三
塁
へ
進
め
る
と
、
続
く
４
番
・
藤

田
倭
の
フ
ァ
ー
ス
ト
へ
の
当
た
り
が
内
野
安

打
と
な
り
、
こ
の
間
に
三
塁
走
者
・
須
田
真

琴
が
サ
ヨ
ナ
ラ
の
ホ
ー
ム
イ
ン
！ 

緊
迫
の

戦
い
を
１
︱
０
で
モ
ノ
に
し
、
優
勝
に
王
手

を
か
け
た
。

《
決
勝
》

愛
媛
県　

０
︱
１　

群
馬
県

　

互
い
に
無
得
点
の
ま
ま
迎
え
た
４
回
裏
、

群
馬
は
安
打
、
犠
打
、
内
野
安
打
、
盗
塁
で

一
死
二
・
三
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
と
、
７

番
・
遠
藤
愛
実
が
三
塁
線
を
抜
く
タ
イ
ム
リ

ー
！ 

貴
重
な
先
制
点
を
挙
げ
、
結
局
こ
の

「
１
点
」
が
決
勝
点
と
な
っ
た
。

　

守
っ
て
は
、
先
発
・
勝
股
美
咲
が
被
安
打

１
・
13
奪
三
振
の
危
な
げ
の
な
い
ピ
ッ
チ
ン

グ
で
愛
媛
打
線
を
寄
せ
付
け
ず
、
完
封
勝
利
。

「
２
年
ぶ
り
24
回
目
」
の
頂
点
へ
登
り
詰
め

た
。

成年女子は佐賀県江北町・小城市で開催

緊迫の投手戦を展開し、延長タイブレークへ

愛媛は 1点が遠く…先発・勝股美咲の「快投」で群馬が通算24回目の優勝！



（7） 第 478 号 ＪＳＡソフトボール 2024年（令和６年）11月10日

●
少
年
男
子
●

　

少
年
男
子
の
部
は
、
佐
賀
県
み
や
き
町
・

上
峰
町
／
み
や
き
町
三
根
運
動
場
・
上
峰
町

中
央
公
園
多
目
的
広
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

熊
本
県
、
高
知
県
、
鹿
児
島
県
、
埼
玉
県
が

ベ
ス
ト
４
へ
名
乗
り
を
上
げ
た
。

〈
準
決
勝
〉

高
知
県　

０
︱
12　

熊
本
県

　

後
攻
の
熊
本
は
初
回
、
二
死
二
・
三
塁
か

ら
５
番
・
山
本
宙
杜
の
シ
ョ
ー
ト
頭
上
を
越

え
る
タ
イ
ム
リ
ー
で
二
者
が
生
還
。
２
点
を

先
制
。
熊
本
は
２
回
裏
に
も
１
番
・
井
上
将

斗
の
豪
快
な
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
一
挙
４
点

を
加
え
、
リ
ー
ド
を
広
げ
る
と
、
４
回
裏
に

は
５
本
の
長
短
打
と
相
手
守
備
の
乱
れ
で
大

量
６
点
を
追
加
し
、
完
全
に
勝
負
あ
り
。
12

︱
０
（
５
回
コ
ー
ル
ド
）
の
大
勝
で
決
勝
進

出
を
決
め
た
。

〈
準
決
勝
〉

埼
玉
県　

０
︱
４　

鹿
児
島
県

　

先
手
を
取
っ
た
の
は
後
攻
の
鹿
児
島
。
初

回
、
１
番
・
松
元
琉
心
の
先
頭
打
者
ホ
ー
ム

ラ
ン
で
い
き
な
り
１
点
を
先
制
。
３
回
裏
に

も
安
打
、
犠
打
、
四
球
で
一
死
一
・
二
塁
と

し
、
２
番
・
松
本
脩
巨
が
レ
フ
ト
へ
ス
リ
ー

ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
叩
き
込
み
、
リ
ー
ド
を

４
点
に
広
げ
た
。

　

守
っ
て
は
、
清
水
泰
地
、
池
田
太
輝
と
つ

な
ぐ
投
手
リ
レ
ー
で
埼
玉
打
線
を
僅
か
２
安

打
に
抑
え
込
み
、
完
封
勝
利
。
こ
ち
ら
も
投

打
が
噛
み
合
う
戦
い
ぶ
り
で
決
勝
へ
駒
を
進

め
た
。

《
決
勝
》

鹿
児
島
県　

５
︱
４　

熊
本
県

　

両
チ
ー
ム
「
取
ら
れ
た
ら
、取
り
返
す
！
」

見
応
え
の
あ
る
熱
戦
を
展
開
。
４
︱
３
と
鹿

児
島
が
１
点
を
リ
ー
ド
し
て
、
試
合
は
終
盤

に
入
っ
た
。

　

迎
え
た
５
回
表
、
鹿
児
島
は
二
死
か
ら
前

の
打
席
右
中
間
へ
本
塁
打
を
放
っ
て
い
る
３

番
・
池
田
太
輝
が
今
度
は
セ
ン
タ
ー
に
「
２

打
席
連
続
」
の
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
！ 

５
︱

３
と
リ
ー
ド
を
２
点
に
広
げ
る
大
き
な
一
発

を
放
っ
た
。

　

諦
め
な
い
熊
本
も
６
回
裏
、
先
頭
の
７

番
・
一
森
太
智
が
こ
の
試
合
２
本
目
と
な
る

ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
。
再
び
１
点
差
に
詰
め
寄

っ
た
が
、「
あ
と
一
歩
」
逆
転
す
る
に
は
至

ら
ず
、
惜
敗
。
競
り
勝
っ
た
鹿
児
島
が
「
10

年
ぶ
り
４
回
目
」
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

佐賀県みやき町・上峰町を舞台に開催された少年男子

熊本打線が爆発！高知を一蹴 !!

埼玉もチームー丸の戦いで勝ち上がってきたが…

鹿児島が得意の「一発攻勢」で頂点へ！



（8）第 478 号　 2024年（令和６年）11月10日

●
少
年
女
子
●

　

少
年
女
子
の
部
は
、
佐
賀
県
太
良
町
／
太

良
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
運
動
広
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
青
森
県
、
鹿
児
島
県
、
岐

阜
県
、
佐
賀
県
が
準
決
勝
へ
進
出
。

〈
準
決
勝
〉

青
森
県　

０
︱
２　

鹿
児
島
県

　

互
い
に
無
得
点
の
ま
ま
迎
え
た
４
回
裏
、

鹿
児
島
は
先
頭
の
３
番
・
奥
花
菜
が
四
球
を

選
び
、
出
塁
。
二
盗
、
三
盗
と
揺
さ
ぶ
り
得

点
圏
へ
進
塁
す
る
と
、
５
番
・
星
隈
友
愛
の

シ
ョ
ー
ト
へ
の
当
た
り
が
フ
ィ
ル
ダ
ー
ス
チ

ョ
イ
ス
と
な
る
間
に
生
還
を
果
た
し
、
１
点

を
先
制
。
続
く
５
回
裏
に
も
相
手
守
備
の
乱

れ
に
乗
じ
て
２
点
目
を
追
加
し
、
優
位
に
試

合
を
進
め
た
。

　

投
げ
て
は
、「
サ
ウ
ス
ポ
ー
の
エ
ー
ス
」

勝
山
美
桜
が
青
森
打
線
を
僅
か
１
安
打
に
抑

え
込
み
、〝
二
塁
を
も
踏
ま
せ
ぬ
〟
安
定
感

抜
群
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
を
披
露
。
２
︱
０
の
完

封
勝
利
で
優
勝
に
王
手
を
か
け
た
。

〈
準
決
勝
〉

佐
賀
県　

７
︱
３　

岐
阜
県

　

序
盤
３
回
を
終
了
し
て
３
︱
１
と
岐
阜
が

２
点
リ
ー
ド
。
こ
の
ま
ま
有
利
に
試
合
を
進

め
る
か
と
思
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、「
地
元
の
大
声
援
」
を
背
に
戦

う
佐
賀
は
終
盤
６
回
表
、
６
番
・
ル
ー
ウ
ィ

ス
梨
々
亜
の
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
含
む
４
本

の
長
短
打
を
集
中
し
て
一
挙
４
点
を
奪
い
、

逆
転
に
成
功
。
７
回
表
に
も
５
番
・
伊
藤
百

星
の
ソ
ロ
ア
ー
チ
、
ス
ク
イ
ズ
で
決
定
的
な

２
点
を
追
加
し
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
７
︱
３

の
快
勝
！ 

決
勝
へ
と
駒
を
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

《
決
勝
》

鹿
児
島
県　

３
︱
２　

佐
賀
県

　

両
チ
ー
ム
「
が
っ
ぷ
り
四
つ
」
に
組
む
展

開
で
、
序
盤
は
０
︱
０
。
迎
え
た
４
回
裏
、

佐
賀
は
３
番
・
加
減
夢
華
が
左
中
間
を
破
る

ツ
ー
ベ
ー
ス
で
出
塁
。
犠
打
で
三
塁
に
進
む

と
、
５
番
・
ル
ー
ウ
ィ
ス
梨
々
亜
の
中
前
タ

イ
ム
リ
ー
で
生
還
を
果
た
し
、
１
点
を
先
制
。

　

鹿
児
島
も
直
後
の
５
回
表
、
４
番
・
横
山

由
芽
が
レ
フ
ト
前
に
ヒ
ッ
ト
、
左
翼
手
が
こ

の
打
球
の
処
理
を
誤
る
間
に
一
気
に
還
り
、

同
点
。
さ
ら
に
一
死
後
、四
球
、安
打
で
二
・

三
塁
と
な
り
、
８
番
・
黒
瀬
笑
が
サ
ー
ド
前

に
ヒ
ッ
ト
エ
ン
ド
ラ
ン
を
決
め
て
２
点
目
を

奪
い
、
逆
転
に
成
功
し
た
。

　

試
合
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
鹿
児
島
は
続
く

６
回
表
に
も
、
二
死
三
塁
か
ら
５
番
・
星
隈

友
愛
が
左
越
タ
イ
ム
リ
ー
ツ
ー
ベ
ー
ス
を
放

ち
、
大
き
な
３
点
目
を
追
加
。
こ
の
リ
ー
ド

を
今
大
会
「
４
連
投
」（
※
す
べ
て
完
投
）

の
エ
ー
ス
・
勝
山
美
桜
が
最
終
回
１
点
差
に

詰
め
寄
ら
れ
な
が
ら
、
何
と
か
守
り
抜
き
、

３
︱
２
で
接
戦
に
勝
利
！ 

「
初
」
の
栄
冠
を

手
に
し
た
。

佐賀県太良町で熱戦を繰り広げた少年女子

序盤リードを奪っていた岐阜だったが…

地元・佐賀が先制！しかし…

全４試合を一人で投げ抜き、優勝投手となった勝山美桜



（9） 第 478 号 ＪＳＡソフトボール 2024年（令和６年）11月10日

【成年男子】 Ａ：白石町総合運動場（白石中央公園多目的広場）
Ｂ：白石町総合運動場（白石中央公園多目的広場）

日程
都道府県

10月12日（土） 10月13日（日） 10月14日（月） 10月13日（日） 10月12日（土） 日程
都道府県１回戦 準々決勝 準決勝 決　勝 準決勝 準々決勝 １回戦

SAGA2024 国民スポーツ大会　ソフトボール競技

【少年女子】 Ｇ：太良町B＆G海洋センター運動広場
Ｈ：太良町B＆G海洋センター運動広場

日程
都道府県

10月12日（土） 10月13日（日） 10月14日（月） 10月13日（日） 10月12日（土） 日程
都道府県１回戦 準々決勝 準決勝 決　勝 準決勝 準々決勝 １回戦

【少年男子】 Ｅ：みやき町三根運動場　　　
Ｆ：上峰町中央公園多目的広場

日程
都道府県

10月12日（土） 10月13日（日） 10月14日（月） 10月13日（日） 10月12日（土） 日程
都道府県１回戦 準々決勝 準決勝 決　勝 準決勝 準々決勝 １回戦

【成年女子】 Ｃ：江北町立江北中学校グラウンド
Ｄ：牛津総合公園多目的グラウンド

日程
都道府県

10月12日（土） 10月13日（日） 10月14日（月） 10月13日（日） 10月12日（土） 日程
都道府県１回戦 準々決勝 準決勝 決　勝 準決勝 準々決勝 １回戦

５年ぶり３回目
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2

0

5

0

3

0

9

0

13

0

10年ぶり４回目

北 海 道

静 岡 県

熊 本 県

大 阪 府

広 島 県

高 知 県

宮 城 県

群 馬 県

鹿児島県

佐 賀 県

福 島 県

石 川 県

埼 玉 県

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

鹿
児
島
県1

3
4 5

12

0

4

0

0

4

5

7

0

14

3

4

9

0

0

3

10

0

2

8

大会結果詳細はこちら

大会結果詳細はこちら

大会結果詳細はこちら

大会結果詳細はこちら

http://www.softball.or.jp/game/national_polity/tournament2024/tournament_men.html
http://www.softball.or.jp/game/national_polity/tournament2024/tournament_women.html
http://www.softball.or.jp/game/national_polity/tournament2024/tournament_boys.html
http://www.softball.or.jp/game/national_polity/tournament2024/tournament_girls.html
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去
る
10
月
15
日
（
火
）
～
19
日
（
土
）、

台
湾
・
台
中
で
「
第
４
回
女
子
大
学
ア
ジ
ア

カ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
、
女
子
大
学
日
本
代

表
が
出
場
。
見
事
、
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

大
会
に
は
、
ホ
ス
ト
チ
ー
ム
で
あ
る
チ
ャ

イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
を
は
じ
め
、
香
港
、

イ
ン
ド
、韓
国
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

日
本
の
７
チ
ー
ム
が
出
場
。
シ
ン
グ
ル
ラ
ウ

ン
ド
ロ
ビ
ン
方
式（
１
回
総
当
た
り
）の
予
選

リ
ー
グ
に
あ
た
る
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
ウ
ン

ド
」
を
戦
い
、
１
位
～
７
位
の
順
位
を
決
定
。

　

そ
の
順
位
に
基
づ
き
、５
位
と
６
位
が「
５

位
決
定
戦
」、
３
位
と
４
位
が
「
ブ
ロ
ン
ズ
メ

ダ
ル
ゲ
ー
ム
」（
３
位
決
定
戦
）、
１
位
と
２

位
が
「
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
」（
優
勝
決

定
戦
）
を
行
う
試
合
方
式
で
覇
が
競
わ
れ
た
。

　

女
子
大
学
日
本
代
表
は
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ

ウ
ン
ド
」
初
戦
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
戦
に
18
︱
０

で
３
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
２

︱
１
で
競
り
勝
ち
、
香
港
に
19
︱
０
の
３
回

コ
ー
ル
ド
、
韓
国
に
７
︱
０
の
５
回
コ
ー
ル

ド
と
４
連
勝
。
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
と

の
「
全
勝
対
決
」
に
臨
ん
だ
が
、
延
長
９
回
タ

イ
ブ
レ
ー
ク
の
末
、
０
︱
１
の
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
。

最
終
戦
の
イ
ン
ド
戦
に
15
︱
０
と
３
回
コ
ー

ル
ド
勝
ち
を
収
め
、「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
ウ
ン

ド
」５
勝
１
敗
の
２
位
で
「
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル

ゲ
ー
ム
」（
優
勝
決
定
戦
）
に
進
出
。
６
戦
全

勝
で
１
位
の
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
と
再

戦
し
、
今
度
は
延
長
８
回
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
末
、

１
︱
０
で
勝
利
を
収
め
、「
連
覇
」
を
達
成
し
た
。

第４回女子大学アジアカップ
令和６年10月15日（火）～19日（土）　台湾・台中

ⓒ WBSC-ASIA

ⓒ WBSC-ASIA

女子大学日本代表、連覇達成
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第２戦　JAPAN　２－１　PHILIPPINES 第１戦　JAPAN　18 －０　SINGAPORE

試合レポートはこちら試合レポートはこちら

第４回女子大学アジアカップ　台湾・台中で開幕！

第４回女子大学アジアカップ　OPENING ROUND（予選リーグ）日本戦試合結果

第３戦　HONG KONG　０－ 19　JAPAN第４戦　JAPAN　７－０　KOREA

試合レポートはこちら試合レポートはこちら

第６戦　INDIA　０－ 15　JAPAN
GOLD MEDAL GAME（優勝決定戦）

第５戦　JAPAN　０－１　CHINESE TAIPEI
JAPAN　1 －０　CHINESE TAIPEI

試合レポートはこちら試合レポートはこちら

ⓒ WBSC-ASIA

ⓒ WBSC-ASIA

ⓒ WBSC-ASIA

ⓒ WBSC-ASIA

ⓒ WBSC-ASIA

大会出場メンバー、試合スケジュール 詳細情報はこちら

試合レポートはこちら ⓒ WBSC-ASIA

ⓒ WBSC-ASIA

ⓒ WBSC-ASIA

http://www.softball.or.jp/asian-universities2024/report/auw2024_game1.html
http://www.softball.or.jp/asian-universities2024/report/auw2024_game2.html
http://www.softball.or.jp/asian-universities2024/report/auw2024_game3.html
http://www.softball.or.jp/asian-universities2024/report/auw2024_game4.html
http://www.softball.or.jp/asian-universities2024/report/auw2024_game5.html
http://www.softball.or.jp/asian-universities2024/report/auw2024_game6.html
http://www.softball.or.jp/asian-universities2024/report/auw2024_final.html
http://www.softball.or.jp/asian-universities2024/
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去
る
９
月
21
日
（
土
）
～
23
日
（
月
・
祝
）

の
３
日
間
、
兵
庫
県
明
石
市
・
高
砂
市
・
加

古
郡
を
舞
台
に
「
第
19
回
全
日
本
ハ
イ
シ
ニ

ア
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
〝
最
年
長
〟
と
な

る
「
ハ
イ
シ
ニ
ア
」（
※
68
歳
以
上
の
男
子

に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
）
の
精
鋭
48

チ
ー
ム
が
「
日
本
一
」
を
め
ざ
し
、
集
結
。

走
攻
守
に
〝
ま
だ
ま
だ
元
気
！
〟
な
プ
レ
イ

を
披
露
し
て
い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
試
合
（
勝
負
）
が
終
わ
れ
ば
爽
や
か
に

「
笑
顔
」
で
握
手
。
次
回
ま
た
再
会
・
再
戦

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
「
互
い
の
健
闘
を

心
か
ら
た
た
え
合
う
姿
」
は
非
常
に
印
象
的

で
、
微
笑
ま
し
く
も
あ
っ
た
。

　

今
大
会
は
悪
天
候
の
影
響
を
受
け
、
本
来

３
日
目
（
最
終
日
）
に
予
定
さ
れ
て
い
た
準

決
勝
・
決
勝
の
実
施
が
叶
わ
ず
…
…
。
準

々
決
勝
に
勝
利
し
た
「
４
チ
ー
ム
」
を
「
同

時
優
勝
」
と
す
る
形
で
閉
幕
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

〈
準
々
決
勝
〉

前
橋
エ
コ
ー
ズ　

５
︱
６　

グ
ロ
ー
リ
ー
千
葉

　

１
点
を
リ
ー
ド
さ
れ
た
前
橋
は
４
回
表
、

押
し
出
し
や
相
手
守
備
の
乱
れ
等
ノ
ー
ヒ
ッ

ト
で
一
挙
４
点
を
奪
い
、
逆
転
に
成
功
。
試

合
の
流
れ
は
こ
れ
で
前
橋
に
傾
い
た
か
と
思

わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
裏
、
千
葉
も
ワ
イ
ル
ド
ピ

ッ
チ
と
２
本
の
タ
イ
ム
リ
ー
を
含
む
６
安
打

●第19回全日本ハイシニア大会●
令和６年９月21日（土）～23日（月・祝）兵庫県明石市・高砂市・加古郡／17号池魚住みんな公園 他

記録提供：兵庫県協会記録委員会

カテゴリー「最年長」

年齢に負けず、
元気にプレイ！

カテゴリー「最年長」カテゴリー「最年長」

年齢に負けず、年齢に負けず、
元気にプレイ！元気にプレイ！

※『初優勝』となったハイシニア八王子クラブ※『初優勝』となったハイシニア八王子クラブ※『初優勝』となったハイシニア八王子クラブ
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を
集
中
し
て
４
点
を
奪
い
返
し
、
再
び
１
点

を
リ
ー
ド
。
６
回
表
に
同
点
と
さ
れ
た
が
、

そ
の
裏
、
安
打
、
盗
塁
、
５
番
・
平
野
一
郎

の
タ
イ
ム
リ
ー
ツ
ー
ベ
ー
ス
で
勝
ち
越
し
点

を
挙
げ
、
そ
の
ま
ま
時
間
切
れ
と
な
り
、
６

︱
５
で
僅
差
の
戦
い
に
勝
利
。「
初
優
勝
」

を
手
に
し
た
。

〈
準
々
決
勝
〉

グ
リ
ー
ン
神
戸
ハ
イ
シ
ニ
ア　

11
︱
４

　
　
　
　
　
　
　

静
岡
ク
ラ
ブ
ハ
イ
シ
ニ
ア

　

初
回
に
１
点
を
先
取
さ
れ
た
神
戸
は
２
回

表
、
二
死
三
塁
か
ら
７
番
・
名
津
井
利
夫
の

２
点
本
塁
打
で
逆
転
。
続
く
３
回
表
に
も
８

本
の
長
短
打
を
浴
び
せ
る
怒
涛
の
攻
撃
で
大

量
９
点
を
追
加
し
、
二
桁
11
得
点
！ 

３
回

裏
に
２
点
、
４
回
裏
に
も
１
点
を
返
さ
れ
は

し
た
が
、
大
勢
に
影
響
は
な
く
、
11
︱
４
の

５
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
で
「
初
」
の
栄
冠
に
輝

い
た
。

〈
準
々
決
勝
〉

ハ
イ
シ
ニ
ア
八
王
子
ク
ラ
ブ　

18
︱
２

　
　
　
　
　
　
　

京
都
ク
ラ
ブ
ハ
イ
シ
ニ
ア

　

１
点
を
追
う
八
王
子
は
２
回
表
、
２
つ
の

押
し
出
し
と
２
番
・
舟
久
保
茂
の
タ
イ
ム
リ

ー
で
３
点
を
奪
い
、
逆
転
に
成
功
。
３
回
表
、

４
回
表
に
も
７
番
・
内
山
政
直
の
タ
イ
ム
リ

ー
や
相
手
守
備
の
乱
れ
で
２
点
ず
つ
追
加
し
、

リ
ー
ド
を
広
げ
る
と
、
１
点
返
さ
れ
た
後
の

６
回
表
に
は
８
安
打
で
一
挙
11
点
を
奪
う
猛

攻
！ 

最
終
的
に
18
︱
２
の
大
差
で
６
回
コ

ー
ル
ド
勝
ち
を
収
め
、「
初
優
勝
」を
飾
っ
た
。

〈
準
々
決
勝
〉

旭
球
友
会　

１
︱
８　

レ
イ
ク
ユ
ニ
オ
ン
ズ

　

後
攻
の
レ
イ
ク
ユ
ニ
オ
ン
ズ
は
初
回
、
二

死
二
塁
か
ら
４
番
・
岡
本
奉
公
の
タ
イ
ム
リ

ー
で
１
点
を
先
取
。

　

４
回
表
に
同
点
に
追
い
つ
か
れ
た
が
、
そ

の
裏
、
先
制
の
一
打
を
放
っ
た
４
番
・
岡
本

奉
公
が
今
度
は
ラ
イ
ト
へ
「
弾
丸
ラ
イ
ナ

ー
」
の
本
塁
打
を
突
き
刺
す
等
す
ぐ
に
勝
ち

越
し
。
続
く
５
回
裏
に
も
３
番
・
喜
田
和
男
、

４
番
・
岡
本
奉
公
、
７
番
・
長
根
誠
樹
の
タ

イ
ム
リ
ー
で
一
挙
５
点
を
奪
い
、
８
︱
１
と

リ
ー
ド
を
広
げ
、
５
回
得
点
差
コ
ー
ル
ド
が

成
立
。「
初
」
の
大
会
制
覇
を
果
た
し
た
。

接戦を制し、初優勝を飾ったグローリー千葉

グリーン神戸ハイシニアが大勝、初の栄冠に！

投打に実力を示したレイクユニオンズ。大会初制覇 !!

大会結果詳細、全試合イニングスコアは
日本協会オフィシャルサイトで！

http://www.softball.or.jp/life/highsenior/tournament2024/tournament.html
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標
記
大
会
は
９
月
21
日
（
土
）
～
23
日

（
月
）
の
３
日
間
、
東
京
都
八
王
子
市
・
武

蔵
村
山
市
・
青
梅
市
・
福
生
市
の
４
市
で
開

催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
47
チ
ー
ム
が
集
結

し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

大
会
初
日
は
１
回
戦
・
２
回
戦
の
31
試
合

を
行
い
、「
地
元
」
東
京
か
ら
出
場
し
た
３

チ
ー
ム
の
う
ち
２
チ
ー
ム
が
惜
し
く
も
初
戦

敗
退
。
２
日
目
は
雨
の
た
め
前
日
に
日
没
サ

ス
ペ
ン
デ
ッ
ド
と
な
っ
た
１
試
合
の
み
の
実

施
に
止
ま
り
、
そ
の
他
の
試
合
は
中
止
・
翌

日
に
順
延
。
地
元
勢
で
唯
一
初
戦
を
突
破
し

た
多
西
ク
ラ
ブ
の
３
回
戦
進
出
は
な
ら
な
か

っ
た
。
最
終
日
に
は
３
回
戦
・
準
々
決
勝
の

12
試
合
が
行
わ
れ
た
が
、
本
来
予
定
さ
れ
て

い
た
準
決
勝
・
決
勝
は
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
勝
ち
残
っ
た
新
見
城
山
壮
年
ク
ラ
ブ

（
岡
山
）、
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
高

知
）、
大
阪
ス
リ
ー
ク
ロ
ス
桃
次
郎
（
大
阪
）、

甲
府
コ
ン
バ
ッ
ト
（
山
梨
）
の
「
４
チ
ー
ム

同
時
優
勝
」
で
閉
幕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

〈
準
々
決
勝
〉

三
河
Ｂ
ａ
ｋ
ａ
ｂ
ｏ
ｍ
ｂ　

10
︱
11　

新
見
城
山
壮
年
ク
ラ
ブ

　

１
︱
１
の
同
点
で
迎
え
た
３
回
表
、
三
河

は
１
番
・
堤
マ
ル
コ
ス
裕
次
の
本
塁
打
と
６

番
・
中
野
裕
次
郎
の
適
時
二
塁
打
で
２
点
を

勝
ち
越
し
た
が
、
そ
の
裏
、
新
見
が
３
本
の

長
打
を
集
中
し
、
逆
転
。

　

直
後
の
４
回
表
に
も
、
三
河
が
２
番
・
加

藤
竜
太
、
３
番
・
加
藤
剛
、
４
番
・
杉
本
智

の
３
連
続
長
短
打
等
で
３
点
を
挙
げ
、
再
び

リ
ー
ド
を
奪
っ
た
が
、
新
見
も
そ
の
裏
、
３

番
・
門
俊
宏
の
犠
飛
と
４
番
・
小
見
山
敦
史

の
２
点
本
塁
打
で
再
度
逆
転
。
新
見
は
１
点

を
返
さ
れ
、
迎
え
た
６
回
裏
に
も
４
番
・
小

見
山
敦
史
の
「
２
打
席
連
続
」
の
２
点
本
塁

打
で
10
︱
７
と
３
点
差
を
つ
け
た
。

　

迎
え
た
７
回
表
、
３
点
を
追
う
三
河
は
一

死
か
ら
８
番
・
加
藤
啓
太
、９
番
・
永
石
泰
久
、

１
番
・
堤
マ
ル
コ
ス
裕
次
の
３
連
打
、
二
死
後
、

３
番
・
加
藤
剛
に
も
右
前
適
時
打
が
飛
び
出

し
、
土
壇
場
で
試
合
を
振
り
出
し
に
。

　

し
か
し
、
そ
の
裏
、
新
見
は
四
球
、
安
打
、

死
球
等
で
一
死
満
塁
の
絶
好
機
を
つ
か
み
、

第39回全日本壮年大会
令和６年９月21日（土）～23日（月・祝） 東京都八王子市・武蔵村山市・青梅市・福生市／滝が原運動場 他

記録提供：東京都協会記録委員会

新見城山壮年クラブ（岡山）新見城山壮年クラブ（岡山）新見城山壮年クラブ（岡山）ケアコミュニケーション（高知）ケアコミュニケーション（高知）ケアコミュニケーション（高知）

甲府コンバット（山梨）甲府コンバット（山梨）甲府コンバット（山梨） 大阪スリークロス桃次郎（大阪）大阪スリークロス桃次郎（大阪）大阪スリークロス桃次郎（大阪）

４チーム同時優勝４チーム同時優勝４チーム同時優勝

新見の「主砲」小見山敦史が打ちまくる！
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２
番
・
前
田
勝
志
が
フ
ァ
ー
ス
ト
前
へ
「
サ

ヨ
ナ
ラ
」
の
内
野
安
打
！ 

両
チ
ー
ム
合
わ

せ
３
本
塁
打
・
26
安
打
が
飛
び
交
う
激
し
い

打
撃
戦
を
制
し
、
８
年
ぶ
り
２
回
目
の
栄
冠

を
つ
か
ん
だ
。

〈
準
々
決
勝
〉

ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

８
︱
１　

舞
鶴
Ｓ
Ｃ

　

先
攻
の
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
初

回
、
一
死
か
ら
２
番
・
麻
田
大
裕
、
３
番
・

吉
田
雄
造
、
４
番
・
時
久
史
紘
の
３
連
続
長

短
打
で
１
点
を
先
取
。

　

３
回
裏
に
同
点
と
さ
れ
た
が
、
直
後
の
４

回
表
、
１
番
・
上
田
城
司
、
４
番
・
時
久
史

紘
の
適
時
打
で
一
挙
４
点
を
奪
い
、
勝
ち
越

し
に
成
功
し
た
。

　

勢
い
に
乗
る
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
続
く
５
回
表
に
も
、
８
番
・
澤
田
祐
也
の

適
時
二
塁
打
と
１
番
・
上
田
城
司
の
２
点
本

塁
打
で
ダ
メ
押
し
の
３
点
を
加
え
、
そ
の
ま

ま
８
︱
１
（
５
回
コ
ー
ル
ド
）
で
舞
鶴
Ｓ
Ｃ

を
圧
倒
！ 

初
優
勝
に
輝
い
た
。

〈
準
々
決
勝
〉

オ
ー
ル
北
九
州　

０
︱
７　

大
阪
ス
リ
ー
ク
ロ
ス
桃
次
郎

　

大
阪
打
線
が
初
回
い
き
な
り
爆
発
！ 

７

番
・
浜
口
辰
也
の
「
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
」
を

含
む
５
安
打
を
集
中
さ
せ
、
一
挙
６
点
を
先

制
し
、
早
々
と
試
合
の
大
勢
を
決
め
て
し
ま

っ
た
。

　

大
量
リ
ー
ド
し
た
大
阪
は
３
回
裏
に
も
、

二
死
二
塁
か
ら
８
番
・
福
島
潤
の
二
遊
間
を

抜
く
適
時
打
で
１
点
を
加
え
、
７
︱
０
と
し
、

そ
の
ま
ま
５
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
今
大
会
の

最
終
戦
を
「
完
勝
」
で
締
め
く
く
り
、
初
優

勝
を
果
た
し
た
。

〈
準
々
決
勝
〉

甲
府
コ
ン
バ
ッ
ト　

７
︱
５　

可
児
ホ
ー
ク
ス
壮
年

　

後
攻
の
可
児
は
初
回
、
一
死
満
塁
か
ら
５

番
・
佐
藤
哲
也
が
フ
ァ
ー
ス
ト
へ
内
野
安
打
、

こ
れ
に
相
手
守
備
の
乱
れ
も
絡
み
、
二
塁
走

者
、
一
塁
走
者
ま
で
も
が
一
気
に
生
還
。
さ

ら
に
６
番
・
上
野
直
樹
、
７
番
・
山
下
充
、

８
番
・
峰
下
博
行
の
３
連
打
等
で
追
加
点
を

奪
い
、
こ
の
回
大
量
５
点
を
先
制
し
た
。

　

追
い
か
け
る
甲
府
も
３
回
表
、
相
手
守
備

の
乱
れ
を
足
場
に
二
死
一
・
三
塁
の
反
撃
機

を
作
り
、
３
番
・
久
保
圭
祐
が
セ
カ
ン
ド
内

野
安
打
、
さ
ら
に
４
番
・
雨
宮
正
樹
の
右
中

間
を
破
る
適
時
二
塁
打
、
敵
失
で
一
挙
４
点

を
奪
い
、
１
点
差
に
。
５
回
表
に
も
、
無
死

一
・
三
塁
か
ら
３
番
・
久
保
圭
祐
が
一
・
二

塁
間
を
抜
く
適
時
打
を
放
っ
て
同
点
に
追
い

つ
き
、
試
合
は
そ
の
ま
ま
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
に
も
つ
れ
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

迎
え
た
延
長
８
回
表
、
甲
府
は
こ
の
回
先

頭
の
５
番
・
小
林
学
が
左
中
間
へ
適
時
二
塁

打
！ 

タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
走
者
を
生
還
さ
せ

る
と
、
こ
の
後
２
つ
の
内
野
ゴ
ロ
で
自
ら
も

還
り
、
大
き
な
２
点
を
勝
ち
越
し
。
そ
の
裏
、

可
児
の
必
死
の
反
撃
を
無
得
点
に
抑
え
、
７

︱
５
で
手
に
汗
握
る
接
戦
を
モ
ノ
に
し
、
初

の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

三河は相手を上回る16安打を放ったが、惜敗…

4回表、ケアコミュニケーションが 4点を勝ち越し

甲府が延長８回に及ぶ死闘を制し、初優勝

大
会
結
果
詳
細
、

全
試
合
イ
ニ
ン
グ
ス
コ
ア
は

日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
Ｈ
Ｐ
で

http://www.softball.or.jp/life/prime/tournament2024/tournament.html
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本
大
会
は
９
月
28
日
（
土
）
～
10
月
１
日

（
火
）
の
４
日
間
に
わ
た
り
、
長
崎
県
時
津

町
・
長
与
町
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
46
チ

ー
ム
が
集
結
し
、
熱
戦
を
展
開
。
今
年
度
か

ら
「
エ
ル
ダ
ー
大
会
」
の
復
活
に
伴
い
、
日

本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
で
の
「
女
子

の
部
」は
実
施
さ
れ
な
く
な
り
、「
男
子
の
部
」

の
み
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

大
会
初
日
（
９
月
28
日
／
土
）
に
１
回
戦

／
14
試
合
、
２
日
目
（
９
月
29
日
／
日
）
に

２
回
戦
／
16
試
合
、
３
日
目
（
９
月
30
日
／

月
）
に
３
回
戦
・
準
々
決
勝
の
12
試
合
を
行

い
、
ベ
ス
ト
４
が
出
揃
い
、
最
終
日
（
10
月

１
日
／
火
）
を
迎
え
た
。

　

ベ
ス
ト
４
に
は
、
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

Ｄ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
福
岡
）、
取
手
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
ス
（
茨
城
）、
鮫
島
商
事
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
鹿
児
島
）、
久
本
寺
ウ
エ
ン
テ
ラ
ー

（
長
崎
）
が
そ
れ
ぞ
れ
勝
ち
上
が
り
、
最
終

決
戦
に
挑
ん
だ
。

日本スポーツマスターズ２０２４長崎大会
令和６年９月２8日（土）～1０月１日（火）　長崎県時津町・長与町／とぎつ海と緑の運動公園　他

記録提供：長崎県協会記録委員会

久
本
寺
ウ
エ
ン
テ
ラ
ー
（
長
崎
）

久
本
寺
ウ
エ
ン
テ
ラ
ー

久
本
寺
ウ
エ
ン
テ
ラ
ー
（
長
崎
）

（
長
崎
）

初
優
勝
を
つ
か
む

初
優
勝

初
優
勝
を
つ
か
む

を
つ
か
む

「日本一の座」をかけ、最終決戦へ！
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〈準決勝〉ＦＵＫＵＯＫＡ ＤＩＰＰＥＲＳ ６－３ 取手インディアンス

《決勝》ＦＵＫＵＯＫＡ ＤＩＰＰＥＲＳ ０－３ 久本寺ウエンテラー

　先攻のFUKUOKAは初回、取手の先発・飯塚哲の立ち上が
りをとらえ、１番・田上康晴のバント安打、四球で無死一・
二塁とし、３番・馬場剛史がレフトスタンドに突き刺す本塁
打を放ち、３点を先制。さらに連続四死球と６番・是則仁の
中前適時打でもう１点を追加し、この回一挙４点を先制した。
　FUKUOKAは３回表にも、この回先頭の３番・馬場剛史が
左中間を破る二塁打で出塁。一死後、ワイルドピッチで三塁
へ進塁し、５番・重冨剛の三遊間を抜く適時打で生還。さら
に続く６番・是則仁の右前安打で一死一・二塁とし、７番・
馬場勇太のショートゴロがエラーを誘い、二塁走者が生還。
この回２点を加え、６－０とリードを広げた。
　一方、取手は３回裏、一死から１番・倉持和隆、２番・村
田康介、３番・吉田貴洋、４番・北村康孝の４連続長短打で
この回３点を返したが、反撃もここまで。３回を終了したと
ころで制限時間を迎え、６－３でFUKUOKAが勝利し、決勝
進出を決めた。

　「九州勢対決」となった決勝は、FUKUOKA・山元智己、久本寺・北川康徳の両エースが先発。
　久本寺は３回裏、１番・吉田浩実がピッチャー強襲安打で出塁すると、２球連続のワイルドピッチで三塁まで
進塁。ここでFUKUOKAがピッチャーを交代。代わった尾上博一から２番・吉岡潤一が四球を選び、無死一・三塁。
続く３番・瀬戸口貴幸が三遊間を抜く適時打を放ち、三塁走者がホームイン。なお、無死一・二塁のチャンスが
続き、センターフライ、ピッチャーゴロで二死二・三塁となった後、６番・水野哲のセカンド内野安打の間に三

塁走者が生還。この回２点を先制した。
　久本寺は２点をリードしたまま、迎え
た６回裏にも、この回先頭の７番・山口
智貴がセカンド強襲安打で出塁。９番・
月見忠義のバントが相手守備の乱れを
誘い、一死二・三塁とすると、続く１
番・吉田浩実のショートゴロで三塁走
者が判断良くスタートを切り、間一髪ホ
ームイン！ 貴重な追加点を挙げ、初優
勝をグッと引き寄せた。
　投げては、「エース」北川康徳、「元男
子ＴＯＰ日本代表」森勇紀とつなぐ「最
強投手リレー」でFUKUOKA打線をわず
か２安打・13三振に抑え込み、完封勝利。
久本寺が「地元」長崎で初優勝を飾った。

馬
場
剛
史
の
ス
リ
ー
ラ
ン
で
F
U
K
U
O
K
A
が
先
制

　
北
川
康
徳
、
森
勇
紀
の
投
手
リ
レ
ー
で
完
封
！

〈準決勝〉鮫島商事スポーツクラブ ２－５ 久本寺ウエンテラー
　後攻の久本寺は初回、一死から、２番・吉岡潤一のバント安打、
３番・瀬戸口貴幸の左越二塁打で二・三塁の先制機をつかむと、
４番・渡邉潤のセカンドゴロがエラーを誘い、三塁走者が生還。
なお一死一・三塁の好機が続き、次打者のショートゴロで二死
二・三塁となった後、６番・水野哲の一・二塁間を破る適時打
で二者が還り、この回３点を先制した。
　久本寺は３回裏にも、二死から四球、振り逃げで一・二塁とし、
７番・山口智貴の中越適時二塁打で塁上の走者を一掃。２点を
追加し、５－０とリードを広げ、決勝進出を確実なモノとした。
　５点を追う鮫島商事は６回表、一死から９番・米澤和寿の左
前安打と１番・鮫島賢一郎のライト線を抜く適時三塁打で１点
を返し、続く２番・東條秀樹のセカンドへの当たりが内野安打
となる間に三塁走者が生還。この回２点を返したが、後続が二
者連続の空振り三振に倒れ、スリーアウト。６回終了時点でタ
イムオーバーとなり、２－５で敗れ、決勝進出を逃した。

久
本
寺
が
初
回
、
3
本
の
長
短
打
等
で
3
点
を
先
取

大会結果詳細、全試合イニングスコアは日本ソフトボール協会オフィシャルHPで

http://www.softball.or.jp/life/masters/tournament2024/tournament.html
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【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
は
、
10
月
12
日
（
土
）
～
14
日

（
月
・
祝
）
の
３
日
間
、
山
梨
県
甲
府
市
・

笛
吹
市
・
市
川
三
郷
町
の
２
市
１
町
を
会
場

に
開
催
。
全
国
各
都
道
府
県
か
ら
代
表
48
チ

ー
ム
が
集
い
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

大
会
初
日
は
、
８
面
を
使
用
し
、
１
回
戦

16
試
合
・
２
回
戦
16
試
合
の
計
32
試
合
を
実

施
。
２
日
目
は
３
回
戦
８
試
合
・
準
々
決
勝

戦
４
試
合
の
計
12
試
合
、
最
終
日
に
準
決
勝

２
試
合
・
決
勝
１
試
合
の
計
３
試
合
を
実
施

し
、
予
定
さ
れ
た
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　

大
会
は
、「
壮
年
」
大
会
で「
５
連
覇
」の
偉

業
を
達
成
し
、「
実
年
」
大
会
で
も
全
国
制
覇
。

こ
の
「
シ
ニ
ア
」
大
会
で
も
昨
年
、
悪
天
候

で
決
勝
が
実
施
で
き
ず
、「
両
チ
ー
ム
優
勝
」

な
が
ら「
頂
点
」に
立
っ
た
鳴
門
ク
ラ
ブ
（
徳

島
）
と
、
こ
の
「
シ
ニ
ア
」
大
会
出
場
８
回

で
優
勝
回
数
６
回
、
２
０
１
３
年
に
は
「
実

年
」
と「
シ
ニ
ア
」
両
大
会
を
制
す
る
と
い
う

「
史
上
初
」
の
快
挙
を
達
成
し
て
い
る
Ｋ
・

Ｓ
ク
ラ
ブ
（
熊
本
）
の
生
け
る
「
伝
説
」
と

化
し
た
両
チ
ー
ム
が
順
調
に
勝
ち
進
み
、
ベ

ス
ト
４
に
進
出
。
鳴
門
ク
ラ
ブ
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
レ
ッ
ド
大
分（
大
分
）
と
、
Ｋ
・
Ｓ
ク
ラ
ブ

が
稲
沢
ゴ
ー
ル
ド
（
愛
知
）
と
準
決
勝
で
激
突
。

　

「
シ
ニ
ア
」（
59
歳
以
上
男
子
）
カ
テ
ゴ

リ
ー
「
日
本
一
」
の
座
を
め
ざ
し
、
大
会
最

終
日
の
「
最
終
決
戦
」
準
決
勝
・
決
勝
を
戦

う
こ
と
に
な
っ
た
。

第38回全日本シニア大会
令和６年10月12日（土）～14日（月・祝）

山梨県甲府市・笛吹市・市川三郷町／小瀬スポーツ公園 他

２年連続2回目の優勝
鳴門クラブ（徳島）

個
人
表
彰

大会 MVP・藤下利彰
（鳴門クラブ／徳島）

優秀選手・川津裕二
（K・S クラブ／熊本）

記
録
提
供:
山
梨
県
協
会
記
録
委
員
会
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〈準決勝〉
チャレンジレッド大分 ２－９ 鳴門クラブ（５回得点差コールド）

  先攻のチャレンジレッド大分は初回、「生ける伝説」鳴門クラブの「エース」関原隼
人の立ち上がりを攻め、1番・長岡孝公のレフトへのスリーベース、２番・池田高弘
のライトへのランニングホームランで２点を先制した。
　これで試合はチャレンジレッド大分のペースで進むかと思われたが、「王者」鳴門ク
ラブが慌てず騒がず反撃を開始。2回裏、四球、バント安打、犠打で一死二・三塁と
すると、8番・清水貞行のタイムリーで二者が還り、あっさり同点。4回裏には５安打
を集中し、打者10人を送る猛攻で大量５点を奪い、勝ち越し。５回裏にも、先頭打者が
四球で出塁し、３連打等で２点を追加し、７点差となり、大会規程により５回得点差
コールドゲームが成立。終わってみれば大差の勝利で鳴門クラブが決勝進出を決めた。 鳴門クラブがコールド勝ち

〈準決勝〉
稲沢ゴールド ４－５ Ｋ・Ｓクラブ（５回時間切れ）

　先攻の稲沢ゴールドは初回、３安打を集中し、先取点を挙げ、その裏、すぐに同点に
追いつかれたが、２回表には１番・大島隆志の左越三塁打、２番・長田旬二の左中間二
塁打で２点を勝ち越し。４回表にも一死二・三塁から４番・山本勝利のスクイズで１点
を追加。４－１とリードを広げ、勝負あったかと思われた。
　しかし……「伝説的強豪チーム」Ｋ・Ｓクラブがここから反撃。４回裏、４本の安打
を集中し、３点を返し、一気に同点に追いつくと、５回裏、安打、フィルダースチョイス、
四球等で二死満塁と攻め立て、８番・上野光夫がレフト線に安打を放ち、三塁走者がホ
ームイン！　試合はすでに制限時間を超えており、Ｋ・Ｓクラブが５－４で稲沢ゴール
ドを振り切り、終始「劣勢」を強いられながらも耐え忍び、決勝へ駒を進めた。

Ｋ・Ｓクラブが逆転勝ち！

《決勝》
Ｋ・Ｓクラブ ２－４ 鳴門クラブ

　ともに数々の「伝説」を築いてきた両チームが決勝で激突！　昨年、と
もに決勝に駒を進めながら雨で流れてしまった「日本一」の座をかけた一
戦が今大会ついに「実現」した。
　先手を取ったのは鳴門クラブ。2回裏、４番・福井和弘のレフト線に落
ちる二塁打からチャンスをつかみ、ワイルドピッチで走者が三塁へ進み、
一死後、６番・三井幸夫のレフトへのタイムリーで先制。３回裏には一
死二・三塁から３番・藤下利彰の左犠飛で1点、５回裏には３連打で１点、
１点を返されて迎えた６回裏には二死三塁から１番・島田新也のタイムリ
ーで１点と小刻みに加点。終始リードを奪う試合展開で最終回を迎えた。
　１－４と３点差を追うＫ・Ｓクラブは最終回、簡単に二死を取られたも
のの、ここから驚異的な粘りを見せ、代打・上田義輝の二遊間安打を口火に、１番・徳永誠、２番・立野雅彦
の連打で満塁と攻め立て、３番・野田昌男のライト前へのタイムリーで１点を返し、完全に「押せ押せ」ムー
ド。４番・高田稔のバットも快音を残し、痛烈なライナーがサード頭上を襲ったが、この当たりをサード・藤
下利彰が「ドンピシャ」のタイミングでナイスキャッチ！　抜けていれば「同点」あるいは「逆転」もあり得
た打球をガッチリとつかみ、「日本一」の座をしっかりとつかみとった。

紙一重の差で鳴門クラブが優勝

決勝戦ダイジェスト動画はこちらから 大会結果の詳報、準決勝・決勝のイニングスコア等は
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで！

http://www.softball.or.jp/life/senior/tournament2024/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=nFCiFU0eQk0
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東
地
区

Ⓒ JD.LEAGUE

日立 東地区優勝まで マジック１日立 東地区日立 東地区優勝優勝まで マジックまで マジック１１

トヨタ ３年連続地区優勝トヨタ トヨタ ３３年連続年連続地区優勝地区優勝
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「
ニ
ト
リ 
Ｊ
Ｄ
．Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ 

２
０
２

４
」
は
第
10
節
を
開
催
。
第
７
節
か
ら
こ
の

第
10
節
ま
で
は
「
東
地
区
」「
西
地
区
」
の

チ
ー
ム
が
対
戦
す
る
「
交
流
戦
シ
リ
ー
ズ
」

と
な
り
、
９
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）、

栃
木
県
足
利
市
、
群
馬
県
高
崎
市
、
岩
手
県

金
ケ
崎
町
、
愛
知
県
豊
田
市
の
計
４
会
場
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

「
東
地
区
」
で
は
「
第
９
節
」
終
了
時
点
で

16
勝
４
敗
「
単
独
首
位
」
に
立
っ
て
い
た
日

立
が
今
節
初
戦
の
Ｓ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

戦
を
２
︱
３
で
落
と
し
、
そ
れ
を
追
う
ビ
ッ

ク
カ
メ
ラ
高
崎
も
「
宿
敵
」
ト
ヨ
タ
に
敗
れ
、

１
勝
１
敗
。
そ
の
差
を
詰
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、
日
立
が
17
勝
５
敗
で
首
位
、
ビ
ッ
ク
カ

メ
ラ
高
崎
が
16
勝
６
敗
と
首
位
争
い
の
図
式

は
変
わ
ら
ず
、
３
位
・
戸
田
中
央
も
１
勝
１

敗
で
15
勝
７
敗
の
３
位
と
足
踏
み
状
態
。
今

節
連
勝
の
ホ
ン
ダ
が
14
勝
８
敗
と
し
、
上
位

に
肉
薄
。
上
位
争
い
は
激
化
の
一
途
を
辿
っ

て
い
る
。

　

以
下
、
10
勝
12
敗
の
デ
ン
ソ
ー
が
５
位
に

つ
け
、
７
勝
15
敗
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
ズ
が
６
位
、
６
勝
16
敗
の
大
垣 

ミ
ナ

モ
が
７
位
、
今
節
も
連
敗
を
喫
し
た
太
陽
誘

電
が
４
勝
18
敗
で
最
下
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
西
地
区
」
で
は
、「
王
者
」
ト
ヨ
タ
が

「
東
地
区
」
上
位
争
い
を
演
じ
る
戸
田
中
央
、

常
に
「
優
勝
」
を
争
う
「
宿
敵
」
ビ
ッ
ク
カ

メ
ラ
高
崎
を
連
破
し
、
今
節
連
勝
。
通
算
成

績
21
勝
１
敗
で
首
位
を
独
走
し
て
い
る
。

　

２
位
は
「
東
地
区
」
首
位
の
日
立
に
３
︱

２
で
競
り
勝
ち
な
が
ら
、
続
く
Ｎ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ズ
戦
に
０
︱
１
の
完
封
負
け

を
喫
し
た
Ｓ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
通
算

成
績
15
勝
７
敗
で
２
位
に
つ
け
て
い
る
。

　

３
位
に
は
14
勝
８
敗
の
シ
オ
ノ
ギ
が
つ
け
、

「
東
地
区
」４
位
の
ホ
ン
ダ
と
熾
烈
な
「
ワ
イ

ル
ド
カ
ー
ド
」
争
い
を
繰
り
広
げ
て
い
る
豊

田
自
動
織
機
が
、
そ
の
ホ
ン
ダ
と
の「
直
接
対

決
」に
１
︱
２
で
敗
れ
、通
算
成
績
13
勝
９
敗
。

星
の
上
で
も
ホ
ン
ダ
に
先
行
さ
れ
、「
直
接
対

決
」
に
敗
れ
た
こ
と
で
「
プ
レ
ー
オ
フ
」
進
出

に
「
赤
信
号
」
が
灯
る
緊
急
事
態
と
な
っ
た
。

　

５
位
に
は
今
節
も
連
勝
で
８
勝
14
敗
と
し

た
好
調
・
タ
カ
ギ
北
九
州
、
６
勝
16
敗
の
伊

予
銀
行
が
６
位
、
今
節
連
敗
を
喫
し
た
日
本

精
工
に
、
今
節
１
勝
１
敗
の
東
海
理
化
が
５

勝
17
敗
で
「
同
率
７
位
」
に
並
び
か
け
る
展

開
と
な
っ
て
い
る
。

●
第
10
節
●

「東地区」上位チームを連破！
「西地区」首位を独走するトヨタ

選手・チームのプロフィール、試合結果、全試合の LIVE 配信は JD.LEAGUE 公式サイトで

https://jdleague.jp/

Ⓒ JD.LEAGUE

https://jdleague.jp/
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「
ニ
ト
リ 

Ｊ
Ｄ
．
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ 

２
０

２
４
」
は
第
11
節
を
開
催
。
第
７
節
か
ら
第

10
節
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
「
交
流
戦
シ
リ
ー

ズ
」
を
終
了
し
、
こ
の
「
第
11
節
」
か
ら
再

び「
東
地
区
」「
西
地
区
」に
分
か
れ
て
の「
地

区
シ
リ
ー
ズ
」
の
戦
い
と
な
っ
た
。

　

「
東
地
区
」
で
は
、
第
10
節
を
終
え
、
17

勝
５
敗
で
首
位
を
走
る
日
立
と
16
勝
６
敗
で

そ
れ
を
追
う
２
位
・
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
高
崎
と

の
「
直
接
対
決
」「
首
位
攻
防
戦
」
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
高
崎
が
「
レ
ジ
ェ

ン
ド
」
上
野
由
岐
子
を
「
Ｊ
Ｄ
．
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ

Ｕ
Ｅ
」
と
な
っ
て
か
ら
は
「
初
」、
旧
・
日

本
女
子
リ
ー
グ
１
部
の
時
代
に
遡
っ
て
も
２

０
２
０
年
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
・
決
勝
以

来
と
な
る
「
先
発
」
に
起
用
し
、
最
終
回
ま

で
リ
ー
ド
を
奪
い
な
が
ら
森
山
遥
菜
に
「
ま

さ
か
…
…
」
の
一
発
を
浴
び
、
延
長
９
回
決

着
つ
か
ず
１
︱
１
の
引
き
分
け
。
日
立
が
18

勝
５
敗
１
分
で
首
位
の
座
を
死
守
。
ビ
ッ
ク

カ
メ
ラ
高
崎
は
「
レ
ジ
ェ
ン
ド
」
の
先
発
起

用
も
む
な
し
く
17
勝
６
敗
１
分
の
２
位
と
順

位
は
変
わ
ら
ず
…
…
。
３
位
の
戸
田
中
央
が

今
節
連
勝
で
17
勝
７
敗
と
星
を
伸
ば
し
、
４

位
・
ホ
ン
ダ
も
後
半
戦
再
開
後
５
勝
１
敗
と

絶
好
調
！　

15
勝
９
敗
と
し
、「
ワ
イ
ル
ド

カ
ー
ド
」
獲
得
へ
大
き
く
前
進
し
て
い
る
。

　

以
下
、
11
勝
14
敗
の
デ
ン
ソ
ー
が
５
位
、

８
勝
16
敗
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ズ

が
６
位
、７
勝
18
敗
の
大
垣 

ミ
ナ
モ
が
７
位
、

４
勝
20
敗
の
太
陽
誘
電
が
最
下
位
の
順
で
続

い
て
い
る
。

　

「
西
地
区
」
で
は
首
位
を
独
走
す
る
ト
ヨ

タ
が
初
戦
の
Ｓ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
戦
を

１
︱
２
で
落
と
し
た
も
の
の
、
続
く
タ
カ
ギ

北
九
州
戦
に
３
︱
１
で
快
勝
し
、
３
年
連
続

と
な
る
「
西
地
区
」
優
勝
を
決
め
た
。

　

２
位
は
首
位
・
ト
ヨ
タ
を
破
り
、
今
節
連

勝
を
飾
っ
た
Ｓ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
。
17
勝

７
敗
で
２
位
に
つ
け
、
上
位
争
い
の
「
ラ
イ
バ

ル
」
豊
田
自
動
織
機
と
の
「
直
接
対
決
」
に

２
︱
１
の
１
点
差
で
勝
利
を
収
め
た
シ
オ
ノ

ギ
が
16
勝
８
敗
で
３
位
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。

一
方
、
シ
オ
ノ
ギ
と
の
「
直
接
対
決
」
に
敗

れ
た
豊
田
自
動
織
機
は
14
勝
11
敗
。「
プ
レ

ー
オ
フ
」
進
出
が
遠
の
く
手
痛
い
連
敗
を
喫

し
、
上
位
と
の
差
は
広
が
る
ば
か
り
…
…
。

　

以
下
、
今
節
連
勝
の
伊
予
銀
行
、「
ホ
ー

ム
」
で
無
念
の
連
敗
と
「
明
暗
」
を
分
け
た

た
タ
カ
ギ
北
九
州
が
８
勝
16
敗
の
「
同
率
５

位
」
に
並
び
、
６
勝
18
敗
の
東
海
理
化
が
７

位
、
５
勝
20
敗
の
日
本
精
工
が
最
下
位
の
順

と
な
っ
て
い
る
。

●
第
11
節
●

ビックカメラ高崎・上野
由岐子が先発登板
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「
ニ
ト
リ 
Ｊ
Ｄ
．Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ 

２
０
２

４
」
は
第
12
節
を
開
催
。
す
で
に
３
年
連
続

で「
西
地
区
」
優
勝
を
決
め
て
い
る
ト
ヨ
タ
に

続
き
、「
プ
レ
ー
オ
フ
」
進
出
の
６
チ
ー
ム
が

決
定
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
最
終
節
と
な
る

第
13
節
を
待
た
ず
に
そ
の
顔
ぶ
れ
が
出
揃
っ
た
。

　

「
東
地
区
」
で
は
単
独
首
位
に
立
つ
日
立

が
今
節
３
連
勝
。
通
算
成
績
21
勝
５
敗
１
分

と
し
、
初
の
「
東
地
区
」
優
勝
へ
「
マ
ジ
ッ

ク
１
」（
残
り
２
試
合
で
１
勝
で
も
す
れ
ば

「
東
地
区
」
優
勝
が
決
定
す
る
）
と
し
た
。

　

こ
れ
を
追
う
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
高
崎
は
今
節

２
勝
１
敗
で
19
勝
７
敗
１
分
の
２
位
。
３
年

連
続
の
「
東
地
区
」
優
勝
は
風
前
の
灯
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
18
勝
８
敗
の
戸
田
中
央
、
17
勝
９

敗
の
ホ
ン
ダ
も
ま
だ
「
東
地
区
」
で
の
最

終
的
な
順
位
は
確
定
し
て
い
な
い
も
の
の
、

「
ワ
イ
ル
ド
カ
ー
ド
」
以
上
（
４
位
以
上
）

で
の
「
プ
レ
ー
オ
フ
」
進
出
が
決
ま
っ
た
。

　

以
下
、
12
勝
15
敗
の
デ
ン
ソ
ー
が
５
位
、

８
勝
19
敗
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
６
位
、
７
勝
20
敗
の

大
垣 

ミ
ナ
モ
が
７
位
、
５
勝
22
敗
の
太
陽

誘
電
が
最
下
位
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
西
地
区
」
は
す
で
に
３
年
連
続
の
「
地

区
優
勝
」
を
決
め
て
い
る
ト
ヨ
タ
が
今
節
１

勝
１
敗
で
通
算
成
績
23
勝
３
敗
。
優
勝
決
定

ま
で
の
ペ
ー
ス
に
比
べ
る
と
や
や
ペ
ー
ス
を

落
と
し
て
い
る
感
は
あ
る
が
、
余
裕
を
も
っ

て
「
ポ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
」「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ

リ
ー
ズ
」
で
の「
連
覇
」
を
見
据
え
、
し
っ
か

り
と
調
整
を
進
め
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

２
位
は
今
節
３
連
勝
で
19
勝
８
敗
と
し
た

シ
オ
ノ
ギ
、
３
位
の
Ｓ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
今
節
１
勝
１
敗
な
が
ら
通
算
成
績
を
18

勝
８
敗
と
し
、「
プ
レ
ー
オ
フ
」
進
出
が
決

定
。
４
位
で
追
っ
て
い
た
豊
田
自
動
織
機
は

今
節
１
勝
１
敗
で
通
算
成
績
15
勝
12
敗
と
な

り
、
最
終
節
と
な
る
第
13
節
で
残
り
試
合
を

「
全
勝
」
し
て
も
上
位
３
チ
ー
ム
に
届
か
ず
、

順
位
逆
転
の
可
能
性
が
消
滅
。
３
年
連
続
の

「
プ
レ
ー
オ
フ
」進
出
を
逃
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

以
下
、
９
勝
18
敗
の
伊
予
銀
行
が
５
位
、

８
勝
18
敗
の
タ
カ
ギ
北
九
州
が
６
位
、
７
勝

20
敗
の
日
本
精
工
が
７
位
、
６
勝
20
敗
の
東

海
理
化
が
最
下
位
と
な
っ
て
い
る
。

●
第
12
節
●

初の「プレーオフ」進出を決めたシオノギ

Ⓒ JD.LEAGUE
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第57回
日本女子ソフトボールリーグ

第４節・予備節

１
位
・
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市
原

最終
決戦

Platinum Section

１位・MORI ALL WAVE KANOYA

Sapphire Section

２
位
・
厚
木
Ｓ
Ｃ

２位・大和電機工業

【第４節】　令和６年９月27日（金）～30日（月）
●プラチナセクション：岡山県新見市・憩いとふれあいの公園野球場

●サファイアセクション：三重県熊野市・山崎運動公園くまのスタジアム
※サファイアセクションが悪天候のため１日順延

【予備節】　令和６年10月16日（水）
静岡県伊豆市・天城ふるさと広場野球場

☆プラチナセクション☆

１位・VONDS市原 ２位・厚木ＳＣ
「順位決定節」Ａブロック進出！

★サファイアセクション★

１位・MORI ALL WAVE KANOYA
２位・大和電機工業 「最終決戦」へ
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第
４
節
「
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、

９
月
27
日
（
金
）
～
29
日
（
日
）
の
３
日
間
、

岡
山
県
新
見
市
・
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園

野
球
場
で
開
催
さ
れ
、
激
し
い
順
位
争
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

結
果
は
「
第
３
節
」
終
了
時
点
で
「
同
率

首
位
」
に
並
ん
で
い
た
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市
原
が

鮮
や
か
に
３
連
勝
。「
第
３
節
」
台
風
10
号

の
影
響
で
中
止
・
順
延
と
な
っ
た
１
試
合
を

残
し
て
い
る
も
の
の
、
通
算
成
績
10
勝
２
敗

と
し
、「
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
」
１
位
が

確
定
。
日
本
リ
ー
グ
「
優
勝
」
を
争
う
「
順

位
決
定
節
」
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
進
出
を
決
め
た
。

　

一
方
、
２
位
以
下
は
大
混
戦
。「
第
３
節
」

終
了
時
点
で
「
同
率
首
位
」
に
並
ん
で
い
た

厚
木
Ｓ
Ｃ
は
初
戦
の
Ｙ
Ｋ
Ｋ
戦
を
４
︱
５
の

サ
ヨ
ナ
ラ
で
落
と
し
、
続
く
靜
甲
戦
は
１
︱

０
の
完
封
で
勝
利
を
収
め
た
も
の
の
、
最
終

戦
の
平
林
金
属
戦
も
「
ま
さ
か
…
…
」
の
サ

ヨ
ナ
ラ
ス
リ
ー
ラ
ン
を
浴
び
、
３
︱
５
で
落
と

す
衝
撃
の
結
末
。
通
算
成
績
８
勝
４
敗
で「
第

４
節
」
を
終
え
、「
予
備
節
」
で
の
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ

Ｓ
市
原
戦
が
「
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
」
２
位

の
座
を
巡
る
「
重
要
な
一
戦
」
と
な
っ
た
。

　

７
勝
３
敗
で
３
位
に
つ
け
、
こ
の
「
ホ
ー

ム
」
で
の
「
第
４
節
」
を
迎
え
た
平
林
金
属
は

初
戦
の
靜
甲
戦
を
１
︱
４
、
続
く
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ

Ｓ
市
原
戦
を
１
︱
６
で
落
と
し
、
手
痛
い
連

敗
。
最
終
戦
の
厚
木
Ｓ
Ｃ
と
の「
直
接
対
決
」

も
最
終
回
ま
で
リ
ー
ド
を
奪
わ
れ
る
劣
勢
を

強
い
ら
れ
な
が
ら
「
主
砲
」
植
村
華
の
起
死

回
生
の
逆
転
ス
リ
ー
ラ
ン
で
劇
的
な
サ
ヨ
ナ

ラ
！　

５
︱
３
で
勝
利
を
収
め
、
通
算
成
績

８
勝
５
敗
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
終
了

し
、「
予
備
節
」
で
の
試
合
結
果
次
第
で
順

位
逆
転
、「
順
位
決
定
節
」
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
進

出
に
望
み
を
つ
な
い
だ
。

　

ま
た
、
２
位
・
３
位
の
両
チ
ー
ム
が
１
勝

２
敗
と
今
節
負
け
越
し
た
こ
と
で
、こ
の「
第

４
節
」
を
２
勝
１
敗
と
勝
ち
越
し
、
通
算
成

績
７
勝
５
敗
と
し
た
Ｙ
Ｋ
Ｋ
に
も
「
逆
転
」

で
の
２
位
浮
上
、「
順
位
決
定
節
」
Ａ
ブ
ロ

ッ
ク
進
出
の
可
能
性
が
出
て
き
た
。

　

「
予
備
節
」で
の
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市
原
対
厚
木

Ｓ
Ｃ
戦
で
厚
木
Ｓ
Ｃ
が
勝
て
ば「
文
句
な
し
」

で
２
位
が
確
定
。
こ
の
試
合
に
厚
木
Ｓ
Ｃ
が

敗
れ
、
最
終
戦
の
靜
甲
対
Ｙ
Ｋ
Ｋ
戦
で
Ｙ
Ｋ

Ｋ
が
勝
つ
と
、
厚
木
Ｓ
Ｃ
、
平
林
金
属
、Ｙ
Ｋ

Ｋ
の
３
チ
ー
ム
が
８
勝
５
敗
の
「
同
率
」
で

並
び
、「
同
率
」で
並
ぶ
チ
ー
ム
同
士
の「
直
接

対
決
」
で
の
勝
敗
、
そ
の
「
直
接
対
決
」
に
お

け
る「
得
失
点
差
」で
上
回
る
Ｙ
Ｋ
Ｋ
の
２
位

が
確
定
。
厚
木
Ｓ
Ｃ
、Ｙ
Ｋ
Ｋ
と
も
に
敗
れ
た

場
合
は
、
厚
木
Ｓ
Ｃ
と
平
林
金
属
が
「
同
率
」

で
並
び
、
そ
の
場
合
は
「
直
接
対
決
」
の
勝

敗
で
上
回
る
平
林
金
属
の
２
位
が
確
定
す
る

と
い
う
非
常
に
複
雑
な
状
況
で
「
予
備
節
」

の
残
り
２
試
合
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
４
節
「
サ
フ
ァ
イ
ア
セ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、

初
日
（
９
月
27
日
／
金
）
の
第
１
試
合
が
雨

天
順
延
と
な
り
、
30
日
（
月
）
の
予
備
日
ま

で
の
４
日
間
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
何
と
か

予
定
さ
れ
た
全
日
程
を
消
化
し
、
レ
ギ
ュ
ラ

ー
シ
ー
ズ
ン
を
終
了
し
た
。

　

結
果
は
、「
第
３
節
」
終
了
時
点
で
７
勝

３
敗
の「
同
率
首
位
」に
並
ん
で
い
た
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
が
３

連
勝
で
駆
け
抜
け
、
通
算
成
績
10
勝
３
敗
と

し
、「
サ
フ
ァ
イ
ア
セ
ク
シ
ョ
ン
」
１
位
で

「
順
位
決
定
節
」Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
進
出
を
決
め
た
。

　

２
位
は
９
勝
４
敗
の
大
和
電
機
工
業
。
初

戦
が
雨
で
流
れ
、
ル
ネ
ス
紅
葉
ス
ポ
ー
ツ
柔

整
専
門
学
校
が
今
節
初
戦
と
な
り
、
14
︱
４

で
大
勝
。
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
と
の
「
首
位
決
戦
」
に
臨
ん
だ

が
１
︱
７
で
大
敗
。
予
備
日
の
最
終
戦
、
Ｃ

ｉ
ｔ
ｒ
ｉｎ
ｅ 
Ｉｃ
ｈ
ｉｎ
ｏ
ｍ
ｉｙ
ａ
と
の
一
戦

を
落
と
す
と
「
同
率
」
に
並
ば
れ
、
し
か
も

得
失
点
差
次
第
で
は
３
位
に
転
落
す
る
と
い

う
「
危
機
」
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
８
︱
５
で

打
ち
勝
ち
、
最
終
戦
の
勝
利
で
「
順
位
決
定

節
」
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
進
出
を
辛
う
じ
て
決
め
た
。

　

３
位
は
７
勝
６
敗
の
Ｃ
ｉ
ｔｒ
ｉｎｅ 

Ｉｃ
ｈ

ｉｎｏ
ｍ
ｉｙ
ａ
。
最
後
ま
で
「
順
位
決
定
節
」

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
進
出
の
可
能
性
を
残
し
て
い
た

の
だ
が
、「
勝
負
ど
こ
ろ
」
の
今
節
１
勝
２

敗
と
星
を
伸
ば
せ
ず
、
３
位
に
甘
ん
じ
た
。

　

４
位
は
同
じ
く
７
勝
６
敗
の
花
王
コ
ス
メ

小
田
原
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
「
第
64
回
全
日
本

実
業
団
女
子
選
手
権
大
会
」
で
優
勝
を
飾
る

等
、「
サ
フ
ァ
イ
ア
セ
ク
シ
ョ
ン
」
防
御
率
１

位
（
０
・
66
）
の
「
エ
ー
ス
」
栗
原
な
な
み

を
中
心
に
「
躍
進
の
シ
ー
ズ
ン
」
と
な
っ
た
が
、

リ
ー
グ
で
は
優
勝
争
い
に
絡
め
ず
…
…
「
同

率
」
で
並
ぶ
Ｃ
ｉ
ｔ
ｒ
ｉｎ
ｅ 

Ｉｃ
ｈ
ｉｎ
ｏ
ｍ

ｉｙ
ａ
と
の
「
直
接
対
決
」
で
の
得
失
点
差

の
争
い
の
結
果
、
４
位
と
な
っ
た
。

　

５
位
は
５
勝
８
敗
の
小
泉
病
院
。「
第
３

節
」
の
不
戦
敗
（
２
敗
）
が
響
き
、
５
位
に

終
わ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

最
下
位
は
ル
ネ
ス
紅
葉
ス
ポ
ー
ツ
柔
整
専

門
学
校
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー

ズ
ン
勝
ち
星
な
し
（
０
勝
13
敗
）
に
終
わ
っ

た
。
後
半
戦
（
第
３
節
・
第
４
節
）
は
前
半

戦
か
ら
一
転
、
好
ゲ
ー
ム
を
演
じ
る
こ
と
も

多
か
っ
た
が
…
…「
順
位
決
定
節
」で
の「
初

勝
利
」
を
期
待
し
よ
う
！

●
第
４
節
・
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
概
要
●

●
第
４
節
・
サ
フ
ァ
イ
ア
セ
ク
シ
ョ
ン
概
要
●

MORI ALL WAVW KANOYA が
第４節で３連勝。１位確定



（27） 第 478 号 ＪＳＡソフトボール 2024年（令和６年）11月10日

　

「
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
８
月
31

日
（
土
）・
９
月
１
日
（
日
）
の
両
日
、
静
岡

県
富
士
宮
市
・
富
士
山
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、「
台
風
10
号
」
の

影
響
で
初
日
、
２
日
目
と
２
日
連
続
で
中
止
・

順
延
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
予
備
日
（
９
月
２

日
／
月
）
の
み
、
何
と
か
試
合
を
行
い
、
２

試
合
が
こ
の
「
予
備
節
」
に
順
延
さ
れ
た
。

　

「
予
備
節
」
は
10
月
16
日
（
水
）、
静
岡

県
伊
豆
市
・
天
城
ふ
る
さ
と
広
場
野
球
場
で

開
催
さ
れ
、
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市
原
対
厚
木
Ｓ
Ｃ
、

靜
甲
対
Ｙ
Ｋ
Ｋ
の
２
試
合
が
実
施
さ
れ
た
。

　

第
１
試
合
、
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市
原
対
厚
木
Ｓ

Ｃ
の
一
戦
は
、
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市
原
は
す
で
に

「
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
」
１
位
で
の
「
順

位
決
定
節
」
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
進
出
を
決
め
て
い

る
が
、
厚
木
Ｓ
Ｃ
は
２
位
に
つ
け
て
い
る
と

は
い
え
、
こ
の
試
合
を
落
と
す
と
「
順
位
決

定
節
」
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
進
出
の
可
能
性
が
な
く

な
る
…
…
と
い
う
「
大
一
番
」
と
な
っ
た
。

　

こ
の
試
合
「
勝
つ
し
か
な
い
」
厚
木
Ｓ
Ｃ
は
、

今
シ
ー
ズ
ン
久
々
に
「
選
手
登
録
」
し
た
と
は

い
え
、
こ
こ
ま
で
１
試
合
も
出
場
し
て
い
な
か

っ
た
「
コ
ー
チ
」
和
田
美
樹
を
２
番
・
Ｄ
Ｐ
で

ス
タ
メ
ン
起
用
。
こ
の
選
手
起
用
が
ズ
バ
リ
と

当
た
り
、
初
回
の
第
１
打
席
で
い
き
な
り
の

先
制
ソ
ロ
ホ
︱
ム
ラ
ン
！　

こ
の
「
一
発
」
で

勢
い
に
乗
っ
た
厚
木
Ｓ
Ｃ
が
２
︱
０
の
完
封

で
勝
利
を
収
め
、
通
算
成
績
９
勝
４
敗
と
し
、

「
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
」
２

位
が
確
定
。「
順
位
決
定
節
」

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
進
出
を
決
め
た
。

　

続
く
靜
甲
対
Ｙ
Ｋ
Ｋ
戦
は
靜

甲
が「
キ
ャ
プ
テ
ン
」
半
田
由
佳

の
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
含
む
２

安
打
・
６
打
点
の
活
躍
で
７
︱

３
で
勝
利
を
収
め
、
レ
ギ
ュ
ラ

ー
シ
ー
ズ
ン
の
全
日
程
を
終
了
。

10
勝
３
敗
の
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市
原

が
１
位
、
９
勝
４
敗
の
厚
木
Ｓ

Ｃ
が
２
位
、
８
勝
５
敗
の
平
林

金
属
が
３
位
、
７
勝
６
敗
の
Ｙ

Ｋ
Ｋ
が
４
位
、
５
勝
８
敗
の
靜

甲
が
５
位
、
１
勝
12
敗
の
ペ
ヤ

ン
グ
が
最
下
位
と
な
っ
た
。

●
予
備
節
・
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
概
要
●厚木ＳＣが最終戦に勝利し、２位が確定

※試合のスコアをクリックすると各試合のレポートがご覧になれます

https://jsl-women.com/game_lives/vod/2659/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2660/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2661/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2662/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2663/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2664/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2665/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2666/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2667/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2732/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2733/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2734/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2735/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2736/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2737/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2738/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2739/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2731/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2774/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2775/
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大会結果詳報、戦績表、チーム紹介・選手プロフィール、試合スケジュール等詳細は

JSL オフィシャルウェブサイトで　https://jsl-women.com/

https://jsl-women.com/
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4位・トヨタ4位・トヨタ4位・トヨタ

「上位５チーム」
出揃う！

「上位５チーム」
出揃う！

◎第53回日本男子リーグ第４節◎
1位・Honda1位・Honda1位・Honda

2位・ダイワアクト

3位・平林金属3位・平林金属3位・平林金属

5位・日本エコシステム5位・日本エコシステム5位・日本エコシステム

2位・ダイワアクト2位・ダイワアクト
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「
第
53
回
日
本
男
子
リ
ー
グ
」
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
「
最
終
節
」
と
な
る
第
４
節

が
、
去
る
10
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）

の
両
日
、
栃
木
県
大
田
原
市
・
熊
本
県
水
俣

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

今
節
は
〝
最
終
決
戦
の
舞
台
〟
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
へ
の
切
符
（
※
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー

ズ
ン
／
リ
ー
グ
戦
上
位
５
チ
ー
ム
に
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
の
権
利
が
与
え
ら
れ
る
）

が
か
か
る
「
勝
負
・
運
命
の
第
４
節
」
と
あ

っ
て
、
各
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
況
の
も
と
、

様
々
な
想
い
を
胸
に
最
後
の
１
球
・
ワ
ン
プ

レ
イ
ま
で
白
熱
の
戦
い
を
展
開
。
２
日
間
の

激
闘
を
経
て
、
最
終
的
に
１
位
・
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ

ａ
（
今
節
４
連
勝
：
通
算
成
績
14
勝
２
敗
）、

２
位
・
ダ
イ
ワ
ア
ク
ト
（
今
節
３
勝
１
敗
：

通
算
成
績
13
勝
３
敗
）、
３
位
・
平
林
金
属

（
今
節
２
勝
２
敗
：
通
算
成
績
12
勝
４
敗
）、

４
位
・
ト
ヨ
タ
（
今
節
４
連
勝
：
通
算
成
績

12
勝
４
敗
で
平
林
金
属
と
並
ん
だ
が
、
直
接

対
決
の
勝
敗
に
よ
り
４
位
）、
５
位
・
日
本

エ
コ
シ
ス
テ
ム
（
今
節
４
連
勝
：
通
算
成
績

10
勝
６
敗
）
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
駒
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

惜
し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
行
き
を
逃

す
形
と
な
っ
た
６
位
は
、
デ
ン
ソ
ー
（
今
節

４
連
勝
：
通
算
成
績
10
勝
６
敗
で
日
本
エ
コ

シ
ス
テ
ム
と
並
ん
だ
が
、
直
接
対
決
の
勝
敗

に
よ
り
６
位
）、
続
い
て
７
位
・
ジ
ェ
イ
テ

ク
ト
（
今
節
１
勝
３
敗
：
通
算
成
績
９
勝
７

敗
）、
８
位
・
旭
化
成
（
今
節
２
勝
２
敗
：

通
算
成
績
９
勝
７
敗
で
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
と
並

ん
だ
が
、
直
接
対
決
の
勝
敗
に
よ
り
８
位
）、

９
位
・
三
重
ヴ
ェ
ル
デ
ウ
ィ
ン
（
今
節
３
勝

１
敗
：
通
算
成
績
８
勝
８
敗
）、
10
位
・
高

知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ（
今
節
４
連
敗
：

通
算
成
績
８
勝
８
敗
ま
で
成
績
を
落
と
し
、

三
重
ヴ
ェ
ル
デ
ウ
ィ
ン
に
も
勝
率
で
並
ば
れ
、

直
接
対
決
の
勝
敗
に
よ
り
10
位
）、
11
位
・

埼
玉
県
庁
ク
ラ
ブ
（
今
節
２
勝
２
敗
：
通

算
成
績
７
勝
９
敗
）、
12
位
・
大
阪
桃
次
郎

（
今
節
４
連
敗
：
通
算
成
績
７
勝
９
敗
ま
で

順
位
を
落
と
し
、
埼
玉
県
庁
ク
ラ
ブ
に
も
勝

率
で
並
ば
れ
、
直
接
対
決
の
勝
敗
に
よ
り
12

位
）、
13
位
・
豊
田
自
動
織
機
（
今
節
３
勝

１
敗
：
通
算
成
績
６
勝
10
敗
）、
14
位
・
大

阪
・
堺
グ
ロ
ー
バ
ル
（
今
節
４
連
敗
：
通
算

成
績
４
勝
12
敗
）、
15
位
・
山
口
水
産
（
今
節

４
連
敗
：
通
算
成
績
４
勝
12
敗
、
大
阪
・
堺

グ
ロ
ー
バ
ル
と
の
直
接
対
決
の
勝
敗
に
よ
り

15
位
）、
16
位
・
愛
媛
ウ
エ
ス
ト
（
今
節
１

勝
３
敗
：
通
算
成
績
３
勝
13
敗
）、
17
位
・

熊
本
嶋
田
ク
ラ
ブ
（
今
節
４
連
敗
：
通
算
成

績
０
勝
16
敗
）
と
い
っ
た
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー

ズ
ン
の
最
終
成
績
に
な
っ
た
。

　

前
節
（
第
３
節
）
終
了
時
点
で
通
算
10
勝

２
敗
、
平
林
金
属
、
ダ
イ
ワ
ア
ク
ト
と
〝
同

率
首
位
〟
に
並
ん
で
い
た
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
は

「
地
元
・
栃
木
県
」
大
田
原
市
／
美
原
公
園

第
２
球
場
・
野
球
場
、
黒
羽
運
動
公
園
多
目

的
広
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
栃
木
大
会
に

登
場
。

　

初
日
・
初
戦
の
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
戦
を
「
キ

ャ
プ
テ
ン
」
坂
田
大
士
の
先
制
タ
イ
ム
リ
ー
、

遠
畑
光
希
の
リ
ー
ド
を
広
げ
る
タ
イ
ム
リ
ー

ス
リ
ー
ベ
ー
ス
、
福
田
空
脩
の
ダ
メ
押
し
ソ

ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
５
︱
３
と
モ
ノ
に
す
る
と
、

続
く
高
知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ
戦
は

「
現
・
男
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
」
の
先
発
・

長
井
風
雅
が
立
ち
上
が
り
か
ら
エ
ン
ジ
ン
全

開
！ 

闘
志
剥
き
出
し
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
を
展

開
し
、
相
手
打
線
を
「
無
安
打
・
18
三
振
」

に
抑
え
込
む
熱
投
! ! 

０
︱
０
の
ま
ま
迎
え

た
土
壇
場
の
７
回
裏
、「
選
手
兼
任
監
督
」

浦
本
大
嗣
が
「
値
千
金
」
の
サ
ヨ
ナ
ラ
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
突
き
刺
し
、
１
︱
０
で
勝
利
を
飾

り
、
幸
先
良
く
連
勝
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

「
勢
い
」
に
乗
っ
た
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
は
２
日
目

の
ダ
ブ
ル
ヘ
ッ
ダ
ー
も
池
田
空
生
、
長
井
風

雅
の
「
現
・
男
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
二
枚
看

板
」
を
軸
に
投
打
が
噛
み
合
い
、
愛
媛
ウ
エ

ス
ト
に
６
︱
０
、
大
阪
・
堺
グ
ロ
ー
バ
ル
に

も
５
︱
０
と
２
試
合
連
続
の
完
封
勝
ち
（
前

日
か
ら
含
め
る
と
３
試
合
連
続
の
完
封
勝
利
）。

こ
の
最
終
節
「
無
傷
の
４
連
勝
」
で
通
算
成

績
を
14
勝
２
敗
ま
で
伸
ば
し
、「
レ
ギ
ュ
ラ

ー
シ
ー
ズ
ン
１
位
」
で
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
進
出
を
決
め
た
。

　

前
節
を
終
え
て
通
算
８
勝
４
敗
、
ト
ヨ
タ

と
〝
３
チ
ー
ム
並
び
の
４
位
〟
に
つ
け
て
い

た
高
知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ
、
ジ
ェ
イ

テ
ク
ト
は
「
大
事
な
最
終
節
」
で
４
連
敗
、

１
勝
３
敗
と
結
果
を
残
せ
ず
…
…
。

　

高
知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ
は
初
日
・

初
戦
の
埼
玉
県
庁
ク
ラ
ブ
戦
で
１
︱
２
と
い

き
な
り
躓
き
、
続
く
地
元
・
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
と

の
「
勝
負
を
か
け
た
一
戦
」
も
打
線
が
ノ
ー

ヒ
ッ
ト
・
ノ
ー
ラ
ン
を
喫
し
て
し
ま
う
等
…

…
「
痛
い
連
敗
」
ス
タ
ー
ト
。
２
日
目
も
こ

の
「
嫌
な
流
れ
」
を
引
き
ず
っ
た
ま
ま
、
三

重
ヴ
ェ
ル
デ
ウ
ィ
ン
に
２
︱
３
、
日
本
エ
コ

シ
ス
テ
ム
に
も
５
︱
８
で
競
り
負
け
、
今
節

「
ま
さ
か
の
４
連
敗
…
…
」
で
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
を
逃
す
形
に
終
わ
っ
た
。

高知パシフィックウェーブはこの最終節「まさか…」の 4 連敗



（31） 第 478 号 ＪＳＡソフトボール 2024年（令和６年）11月10日

　

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
も
今
節
「
肝
心
の
初
戦
」

で
埼
玉
県
庁
ク
ラ
ブ
に
１
︱
２
と
惜
敗
。
続

く
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
戦
も
終
始
試
合
の
ペ
ー
ス
を

握
ら
れ
て
し
ま
い
、
３
︱
５
で
落
と
す
と
、

２
日
目
も
「
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
日
本
エ

コ
シ
ス
テ
ム
戦
」
に
５
︱
７
で
打
ち
負
け
…

…
「
痛
す
ぎ
る
３
連
敗
」。
最
後
三
重
ヴ
ェ

ル
デ
ウ
ィ
ン
と
の
対
戦
は
「
意
地
」
で
勝
利

（
試
合
ス
コ
ア
は
６
︱
５
）
を
収
め
は
し
た

も
の
の
、
念
願
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

に
は
手
が
届
か
ず
。
ト
ー
タ
ル
９
勝
７
敗
と

例
年
以
上
の
奮
闘
を
見
せ
て
く
れ
た
が
、
も

っ
と
も
っ
と
上
を
め
ざ
し
て
！ 

今
シ
ー
ズ

ン
の
「
収
穫
・
課
題
」
を
し
っ
か
り
と
見
つ

め
直
し
、
チ
ー
ム
の
さ
ら
な
る
成
長
へ
つ
な

げ
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
栃
木
大
会
で
は
前
節
終
了
時
通
算

６
勝
６
敗
の
〝
同
率
９
位
〟
に
位
置
し
て
い

た
日
本
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
「
４
連
勝
」
と
猛

チ
ャ
ー
ジ
を
か
け
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進

出
「
最
後
の
枠
」
と
な
る
「
５
位
の
座
」
を

奪
取
！

　

今
節
４
試
合
、
大
阪
・
堺
グ
ロ
ー
バ
ル
戦

に
７
︱
２
、
愛
媛
ウ
エ
ス
ト
戦
に
６
︱
５
、

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
戦
に
７
︱
５
、
高
知
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ
戦
に
８
︱
５
と
「
計
28
得

点
」
を
奪
う
「
打
線
の
力
」
で
通
算
成
績
を

10
勝
６
敗
ま
で
伸
ば
し
、
熊
本
大
会
で
同
じ

く
〝
４
連
勝
〟
を
飾
っ
た
デ
ン
ソ
ー
と
勝
率

で
並
ぶ
形
に
な
っ
た
が
、
直
接
対
決
で
日
本

エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
３
︱
１
と
勝
利
し
て
い
た

た
め
、
リ
ー
グ
規
程
に
よ
り
日
本
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
順
位
が
上
に
な
る
こ
と
が
決
定
。
土

壇
場
で
の
「
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
！
」
で
「
最

終
決
戦
へ
の
切
符
」
を
手
に
入
れ
た
。

　

熊
本
県
水
俣
市
／
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
特
設

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
熊

本
大
会
に
は
、〝
首
位
争
い
・
上
位
争
い
〟

の
渦
中
に
あ
る
平
林
金
属
、
ダ
イ
ワ
ア
ク
ト
、

ト
ヨ
タ
が
登
場
。

　

第
３
節
終
了
時
点
で
通
算
10
勝
２
敗
の
平

林
金
属
は
、
初
日
ま
ず
大
阪
桃
次
郎
を
10
︱

２
と
圧
倒
し
た
後
、
旭
化
成
に
１
︱
５
で
敗

戦
。
２
日
目
も
ダ
イ
ワ
ア
ク
ト
に
０
︱
１
で

敗
れ
な
が
ら
、
熊
本
嶋
田
ク
ラ
ブ
に
は
14
︱

７
と
打
ち
勝
ち
、こ
の
最
終
節
「
２
勝
２
敗
」。

最
終
的
に
は
「
通
算
12
勝
４
敗
」
の
成
績

で
「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
３
位
」
と
な
り
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
舞
台
へ
。

　

同
じ
く
通
算
10
勝
２
敗
で
今
節
の
戦
い
に

臨
ん
だ
ダ
イ
ワ
ア
ク
ト
は
、
切
り
札
の
「
世

界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
サ
ウ
ス
ポ
ー
」
ジ
ャ
ッ

ク
・
ベ
ス
グ
ロ
ー
ブ
が
相
変
わ
ら
ず
「
奪
三

振
シ
ョ
ー
」
を
披
露
。
豊
田
自
動
織
機
戦
で

「
被
安
打
１
・
16
奪
三
振
」（
試
合
ス
コ
ア

１
︱
０
で
勝
利
）、
山
口
水
産
戦
で
「
被
安

打
４
・
14
奪
三
振
」（
試
合
ス
コ
ア
６
︱
０

で
勝
利
）、
ト
ヨ
タ
戦
は
登
板
を
回
避
し
チ

ー
ム
も
４
︱
12
で
敗
れ
る
形
に
な
っ
た
が
、

最
終
戦
・
平
林
金
属
と
の
対
戦
で
も
「
被
安

打
２
・
15
奪
三
振
」（
試
合
ス
コ
ア
１
︱
０

で
勝
利
）
と
「
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
」「
ホ

ン
モ
ノ
の
実
力
」
を
リ
ア
ル
に
見
せ
つ
け
、

最
終
節
３
勝
１
敗
と
勝
ち
越
し
。
通
算
13
勝

３
敗
「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
２
位
」
で
の

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決
め
た
。

　

高
知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ
、
ジ
ェ
イ

テ
ク
ト
と
同
じ
通
算
８
勝
４
敗
・
４
位
で
最

終
節
に
挑
ん
だ
ト
ヨ
タ
は
、
初
日
・
初
戦
の

熊
本
嶋
田
ク
ラ
ブ
戦
に
４
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
浴
び
せ
る
「
一
発
攻
勢
」
で
９
︱
１
と
圧

勝
。
続
く
山
口
水
産
戦
は
１
︱
１
の
ま
ま
延

長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
に
も
つ
れ
込
む
緊
迫
の
展

開
と
な
っ
た
が
、
迎
え
た
延
長
８
回
表
、
西

森
亜
夕
夢
、
真
﨑
海
斗
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
大

き
な
２
点
を
奪
い
、
最
終
的
に
３
︱
２
で
勝

利
。
２
日
目
も
〝
ベ
ス
グ
ロ
ー
ブ
抜
き
〟
の

ダ
イ
ワ
ア
ク
ト
投
手
陣
を
３
本
塁
打
・
11
安

打
と
打
ち
込
ん
で
12
︱
４
、
大
阪
桃
次
郎
に

も
二
桁
11
安
打
を
浴
び
せ
て
８
︱
３
と
快
勝

し
、「
負
け
な
し
の
４
連
勝
」
！ 

最
終
成
績

12
勝
４
敗
、
平
林
金
属
と
並
ん
で
順
位
決
定

は
互
い
の
「
直
接
対
決
の
勝
敗
」
へ
委
ね
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
平
林
金
属
に
５
︱
８
で

敗
れ
て
い
た
ト
ヨ
タ
は
「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー

ズ
ン
４
位
」
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
む

こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
第
53
回
日
本
男
子
リ
ー
グ
」
レ
ギ
ュ
ラ

ー
シ
ー
ズ
ン
の
全
チ
ー
ム
の
勝
敗
・
順
位
は

次
の
通
り
。
今
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
丁
度

「
最
終
決
戦
」
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
舞
台
で
「
上
位
５
チ
ー
ム
」
が
シ
ー
ズ

ン
の
締
め
く
く
り
に
相
応
し
い
「
記
憶
に
残

る
激
闘
」
を
繰
り
広
げ
、
た
く
さ
ん
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
！

ジェイテクトも１勝３敗と負け越し、悔しい７位に終わった

日本エコシステムが５位をつかみ、最終決戦へ
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◆栃木大会◆

【大会第１日（10 月５日）試合結果】
日本エコシステム　７－２　大阪・堺グローバル
三重ヴェルデウィン　４－１　愛媛ウエスト
埼玉県庁クラブ　２－１　ジェイテクト
日本エコシステム　６－５　愛媛ウエスト
三重ヴェルデウィン　５－３　大阪・堺グローバル
Ｈｏｎｄａ　５－３　ジェイテクト
埼玉県庁クラブ　２－１　高知パシフィックウェーブ
Ｈｏｎｄａ　１－０　高知パシフィックウェーブ

【大会第２日（10 月６日）試合結果】
愛媛ウエスト　７－５　埼玉県庁クラブ
日本エコシステム　７－５　ジェイテクト
三重ヴェルデウィン　３－２　高知パシフィックウェーブ
Ｈｏｎｄａ　６－０　愛媛ウエスト
大阪・堺グローバル　５－２　埼玉県庁クラブ
ジェイテクト　６－５　三重ヴェルデウィン
Ｈｏｎｄａ　５－０　大阪・堺グローバル
日本エコシステム　８－５　高知パシフィックウェーブ

◆熊本大会◆
【大会第１日（10 月５日）試合結果】
トヨタ　９－１　熊本嶋田クラブ
平林金属　10 －２　大阪桃次郎
ダイワアクト　１－０　豊田自動織機
デンソー　６－３　大阪桃次郎
旭化成　５－１　平林金属
ダイワアクト　６－０　山口水産
デンソー　６－０　熊本嶋田クラブ
豊田自動織機　４－２　旭化成
トヨタ　３－２　山口水産

【大会第２日（10 月６日）試合結果】
デンソー　４－２　旭化成
トヨタ　12 －４　ダイワアクト
豊田自動織機　11 －２　熊本嶋田クラブ
デンソー　８－１　山口水産
ダイワアクト　１－０　平林金属
トヨタ　８－３　大阪桃次郎
豊田自動織機　８－７　山口水産
平林金属　14 －７　熊本嶋田クラブ
旭化成　５－３　大阪桃次郎

第４節の動画・フォトギャラリー等は
JSAオフィシャルサイトで！
www.softball.or.jp

◎第４節終了時点
全チーム勝敗・順位

１位	 Ｈｏｎｄａ	 14勝２敗
２位	 ダイワアクト	 13勝３敗
３位	 平林金属	 12勝４敗
４位	 トヨタ	 12勝４敗
５位	 日本エコシステム	 10勝６敗
６位	 デンソー	 10勝６敗
７位	 ジェイテクト	 ９勝７敗
８位	 旭化成	 ９勝７敗
９位	 三重ヴェルデウィン	 ８勝８敗
10位	 高知パシフィックウェーブ	 ８勝８敗
11位	 埼玉県庁クラブ	 ７勝９敗
12位	 大阪桃次郎	 ７勝９敗
13位	 豊田自動織機	 ６勝10敗
14位	 大阪・堺グローバル	 ４勝12敗
15位	 山口水産	 ４勝12敗
16位	 愛媛ウエスト	 ３勝13敗
17位	 熊本嶋田クラブ	 ０勝16敗
※上位５チームが決勝トーナメントに進出

http://www.softball.or.jp/league/mens/tournament2024/
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３
月
に
始
ま
っ
た
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
」
も
い
よ
い
よ
大
詰
め
、
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

　

多
く
の
大
会
で
「
日
本
一
」
が
決
ま
り
、

全
日
本
総
合
男
子
選
手
権
大
会
で
は
「
天
皇

盃
」、
全
日
本
総
合
女
子
選
手
権
大
会
で
は

「
皇
后
盃
」
を
、
優
勝
チ
ー
ム
が
手
に
す
る

こ
と
に
な
る
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
「
想
い
」
を
胸
に
、
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

選
手
・
チ
ー
ム
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
で
は
「
全

力
プ
レ
イ
」
を
、
審
判
員
は
「
公
正
・
公
平
」

な
ジ
ャ
ッ
ジ
が
日
本
全
国
ど
の
大
会
で
も
同

じ
よ
う
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
記
録
員
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
上
で
起
こ
る
す
べ
て
の
プ
レ
イ
を

「
正
確
か
つ
迅
速
」
に
、
ス
コ
ア
カ
ー
ド
に

記
し
て
い
こ
う
と
、
自
ら
の
「
誇
り
」「
プ

ラ
イ
ド
」を
か
け
、全
身
全
霊
を
傾
け
て
い
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー
ル
を

追
い
、
走
る
者
。
泥
に
ま
み
れ
、
雨
で
濡
れ

た
ボ
ー
ル
を
拭
き
、
少
し
で
も
投
げ
や
す
い

よ
う
に
、
プ
レ
イ
し
や
す
い
よ
う
に
と
心
を

砕
く
者
。
天
候
に
振
り
回
さ
れ
、
空
を
見
上

げ
な
が
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
奔
走
す
る
者
。

場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
放
送
で
試
合
を
円
滑
に

進
め
、
盛
り
上
げ
よ
う
と
苦
心
す
る
者
。
ス

タ
ン
ド
に
駆
け
つ
け
、
選
手
た
ち
に
熱
い
声

援
と
心
か
ら
の
拍
手
を
送
る
者
。
そ
の
す
べ

て
が
あ
っ
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
成
り
立
っ

て
い
る
。
今
年
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
来
年

に
、
ま
た
そ
の
次
に
、
つ
な
げ
て
行
こ
う
！

シーズン大詰め！　クライマックス !!

それぞれの場所で それぞれの想いを胸に
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審
議
に
先
立
ち
、
本
理
事
会
は
会
場
集
合

方
式
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
方
式
（
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
の
併
用
と
し
、
出
席

者
が
一
堂
に
会
す
る
の
と
同
等
に
適
時
・
的

確
な
意
見
表
明
が
互
い
に
で
き
る
状
態
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
理
事
25
名
中
出
席

18
名
（
欠
席
７
名
）、
監
事
出
席
２
名
（
欠

席
１
名
）
で
定
款
第
36
条
に
基
づ
き
本
理
事

会
は
成
立
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

●
審
議
事
項

第
１
号
議
案

令
和
７
年
度
全
日
本
大
会
日
程
（
案
）

　

瀬
戸
山
常
務
理
事
・
総
務
委
員
長
よ
り

「
令
和
７
年
度
全
日
本
大
会
日
程
（
案
）」

が
提
案
さ
れ
た
。

　

教
員
大
会
の
開
催
地
に
つ
い
て
は
北
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
で
調
整
中
で
あ
り
、
決
定
次
第
理

事
会
に
報
告
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
各
会
場
地
に
つ
い
て
も
行
政
と
の

調
整
結
果
で
今
後
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

　

併
せ
て
「
男
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ァ
イ

ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
」
と
の
日
程
重
複
と
開
催
地

の
都
合
も
あ
り
、
ク
ラ
ブ
男
子
選
手
権
、
天

皇
盃
全
日
本
総
合
男
子
選
手
権
、
国
民
ス
ポ

ー
ツ
大
会
と
大
き
な
大
会
が
３
週
連
続
で
の

開
催
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
報
告
・
説
明

さ
れ
、
理
解
が
求
め
ら
れ
た
。

　

以
上
の
説
明
の
後
、
審
議
が
行
わ
れ
、
審

議
の
結
果
、「
第
１
号
議
案
」
は
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
付
随
し
、
都
道
府
県
対
抗

全
日
本
中
学
生
男
女
大
会
に
つ
い
て
、
引
率

の
先
生
が
４
月
１
日
か
ら
新
年
度
と
な
る
た

め
、
年
度
末
で
の
開
催
は
極
力
避
け
て
い
た

だ
き
、
男
女
と
も
前
倒
し
で
き
な
い
か
と
の

意
見
が
出
さ
れ
、
開
催
地
と
調
整
を
行
う
こ

と
が
確
認
・
了
承
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案

令
和
７
年
度
日
本
リ
ー
グ
日
程
（
案
）

　

西
常
務
理
事
・
リ
ー
グ
委
員
長
か
ら
「
令

和
７
年
度
日
本
リ
ー
グ
日
程
（
案
）」
が
提

案
さ
れ
た
。

　

男
子
リ
ー
グ
に
つ
い
て
対
戦
組
み
合
わ
せ

の
都
合
も
あ
り
、
来
年
度
も
今
年
同
様
、
各

節
２
会
場
・
３
球
場
で
の
開
催
と
す
る
こ
と

が
説
明
さ
れ
た
。

　

女
子
リ
ー
グ
に
つ
い
て
も
今
年
度
と
同
様

の
開
催
と
し
、
男
子
リ
ー
グ
は
会
場
の
確
保

等
、
施
設
面
で
の
対
応
、
準
備
・
運
営
が
大

変
で
は
あ
る
が
、
何
と
か
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
の
要
請
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、「
第

２
号
議
案
」
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案

第
33
回
実
年
大
会

代
替
大
会
に
つ
い
て

　

瀬
戸
山
常
務
理
事
よ
り
「
第
33
回
実
年
大

会
」
に
つ
い
て
、
昨
年
の
沖
縄
県
開
催
（
台

風
で
中
止
、
代
替
大
会
を
後
日
高
知
県
で
開

催
）
に
引
き
続
き
、
今
年
の
大
分
県
開
催
も

台
風
接
近
で
中
止
と
な
っ
た
が
、
12
月
に
福

岡
県
北
九
州
市
で
代
替
大
会
を
開
催
し
た
い

と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
出
場
48

チ
ー
ム
中
40
チ
ー
ム
か
ら
代
替
大
会
へ
の
参

加
希
望
が
あ
っ
た
。
組
合
せ
は
当
初
予
定
通

り
と
し
、
不
参
加
の
８
チ
ー
ム
は
棄
権
の
扱

い
と
は
せ
ず
翌
年
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
な
し
。

大
会
委
託
金
は
大
分
県
に
支
払
い
、
北
九
州

は
大
会
参
加
費
と
そ
の
他
収
入
で
賄
う
。
大

分
県
で
発
生
見
込
み
の
赤
字
分
約
32
万
円
に

つ
い
て
は
日
本
協
会
が
補
填
す
る
。
ま
た
、

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ボ
ー
ル
、
ロ
ジ
ン
、
消

耗
品
は
流
用
し
、
極
力
経
費
を
掛
け
ず
に
大

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
確
認
・
了
承
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、「
第
３
号
議
案
」
は
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
チ
ー
ム

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
選
考
手
順
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
選

考
要
項
（
案
）、
公
募
申
出
書
（
案
）、
個
人

調
書
（
案
）
な
ら
び
に
推
薦
書
（
案
）
に
つ
い

て
説
明
・
提
案
さ
れ
、
本
理
事
会
承
認
を
経

て
、
10
月
１
日
か
ら
公
募
を
開
始
し
、
10
月

末
に
書
類
選
考
、
11
月
上
旬
に
プ
レ
ゼ
ン
を

実
施
。
11
月
24
日
の
「
第
８
回
理
事
会
」
で

最
終
承
認
と
な
る
流
れ
が
説
明
さ
れ
た
。

　

候
補
者
は
10
名
以
上
の
推
薦
人
を
集
め
る

必
要
が
あ
り
、
推
薦
人
の
条
件
は
Ｊ
Ｄ
．
リ

ー
グ
３
年
以
上
の
監
督
経
験
者
、
日
本
代
表

●
令
和
６
年
度
第
７
回
理
事
会
議
事
録
●

期
日
：
令
和
６
年
９
月
29
日
（
日
）

　
　
　

13
：
00
～
13
：
50

場
所
：
東
京
都
新
宿
区
／
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ｏ
ｌ
ｙ
ｍ
ｐ
ｉ
ｃ 

Ｓ
ｑ

ｕ
ａ
ｒ
ｅ
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会

議
方
式
併
用

理
事
現
在
数
：
25
名

出
席
理
事
：
18
名

欠
席
理
事
：
７
名

出
席
監
事
：
２
名

欠
席
監
事
：
１
名

議
長
：
会
長 

牧
島
か
れ
ん
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ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
ま
た
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー

チ
経
験
者
、
日
本
代
表
選
手
経
験
者
（
令
和

６
年
度
登
録
選
手
は
除
く
）
の
い
ず
れ
か
と

な
る
。
推
薦
人
は
複
数
の
被
推
薦
者
を
重
複

推
薦
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

以
上
が
説
明
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、「
第

４
号
議
案
」
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案

テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

（
Ｔ
Ｃ
）
部
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
Ｔ
Ｃ
）
部
会
設
置
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
た
。

　

ア
ジ
ア
大
会
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
含
む
世

界
大
会
は
Ｔ
Ｃ
が
全
体
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

行
う
が
、
日
本
は
現
在
４
名
の
み
で
今
後
養

成
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
Ｔ

Ｃ
部
会
」
を
国
際
本
部
内
に
設
置
し
、
宇
津

木
副
会
長
を
ト
ッ
プ
に
、
す
で
に
「
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
実
際
に
Ｔ
Ｃ
と

し
て
大
会
に
関
わ
っ
た
経
験
を
有
す
る
栗
山

利
宏
氏
等
と
と
も
に
養
成
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、「
第
５
号

議
案
」
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案

今
後
の
事
務
局
体
制
に
つ
い
て

　

牧
島
会
長
並
び
に
岡
本
専
務
理
事
よ
り
、

今
後
の
事
務
局
体
制
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
説
明
が
あ
っ
た
。

　

冒
頭
、
牧
島
会
長
よ
り
、
先
月
の
理
事
会

に
お
い
て
法
人
格
を
も
っ
た
Ｊ
Ｓ
Ａ
（
公
益

財
団
法
人
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
と
し

て
、
事
務
局
長
不
在
は
避
け
る
べ
き
と
の
見

解
が
示
さ
れ
た
が
、
矢
端
事
務
局
長
に
つ
い

て
は
「
新
た
な
役
職
」（
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
が
課
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
来
は
早
急
に
後
任
の
事
務
局

長
を
選
任
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
現
行
で
は

事
務
局
長
と
し
て
の
決
裁
権
と
事
務
局
員
の

労
務
管
理
等
を
委
託
し
、
対
応
し
て
も
ら
っ

て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

新
た
な
事
務
局
長
採
用
を
で
き
る
だ
け
早

く
…
…
と
の
思
い
は
あ
る
が
、
定
款
第
10
章

２
項
に
「
事
務
局
長
及
び
重
要
な
職
員
は
理

事
会
の
決
議
を
得
て
会
長
が
任
命
す
る
」
と

あ
り
、
人
事
委
員
会
及
び
常
務
理
事
会
を
も

っ
て
ま
ず
は
候
補
者
を
選
任
し
、
最
終
的
に

は
理
事
会
で
承
認
の
上
、
会
長
が
任
命
す

る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
選
考
委
員
会
」
を
設
け
て
次
の
理
事
会
に

向
け
て
選
考
を
行
う
こ
と
が
改
め
て
提
案
さ

れ
、
そ
の
間
は
引
き
続
き
矢
端
氏
に
継
続
し

て
事
務
局
長
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
た
。

　

「
選
考
委
員
会
」
の
人
選
に
つ
い
て
は
、

前
会
長
で
も
あ
る
三
宅
名
誉
会
長
の
お
力
を

お
借
り
し
、
選
考
委
員
会
・
委
員
長
を
お
願

い
し
、
選
考
委
員
と
し
て
牧
島
会
長
、
宇
津

木
妙
子
副
会
長
、
伊
東
副
会
長
、
宇
津
木
麗

華
副
会
長
に
も
入
っ
て
い
た
だ
き
、
専
門
的

知
見
を
お
持
ち
の
有
識
者
と
し
て
弁
護
士
で

あ
る
清
水
理
事
を
加
え
て
「
選
考
委
員
会
」

を
構
成
・
設
置
。
後
任
の
事
務
局
長
を
選
定

し
て
い
く
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

急
ぎ
こ
の
選
考
委
員
会
で
、
事
務
局
長
と

は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
を
明

示
し
、
そ
れ
に
よ
り
「
ジ
ョ
ブ
デ
ィ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
」
と
言
わ
れ
る
業
務
内
容
を
し
っ

か
り
と
定
め
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
処
遇
・

待
遇
か
も
示
し
た
上
で
、
選
考
を
行
う
こ
と

が
客
観
性
の
高
い
プ
ロ
セ
ス
に
な
る
と
判
断
。

常
務
理
事
会
が
人
事
委
員
会
の
役
割
も
果
た

す
こ
と
は
前
回
の
常
務
理
事
会
で
も
説
明
し

た
が
、
理
事
会
に
お
い
て
も
人
事
に
つ
い
て

一
定
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
こ
と
が
改

め
て
説
明
さ
れ
た
。

　

そ
の
上
で
、
定
款
の
定
め
に
沿
い
、
来
月

の
常
務
理
事
会
で
ま
ず
は
三
宅
名
誉
会
長
よ

り
「
選
考
委
員
会
」
と
し
て
の
報
告
を
受
け
、

そ
の
後
、
理
事
会
で
も
同
様
の
報
告
を
も
っ

て
「
事
務
局
長
の
任
務
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
」
を
理
事
会
で
確
認
し
た
後
に
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
具
体
的
な
選
考
に
入
る
こ

と
に
な
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

従
っ
て
来
月
の
理
事
会
に
お
い
て
も
後
任

の
事
務
局
長
を
具
体
的
に
選
定
・
選
任
す
る

こ
と
は
現
実
的
・
物
理
的
に
困
難
と
思
わ
れ
、

「
事
務
局
長
と
は
ど
う
い
う
業
務
で
あ
る

か
」
の
確
認
が
来
月
、
実
際
の
選
定
に
あ
と

も
う
ひ
と
月
、
11
月
の
理
事
会
ま
で
か
か
る

と
い
う
共
通
認
識
・
共
通
理
解
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
、
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
間
は
事
務
局
長
不
在
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
で
、
新
し
い
事
務
局
長
が
決

ま
る
ま
で
現
行
通
り
矢
端
事
務
局
長
が
そ
の

業
務
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
案
件
に
付
随
し
、
事
務
局
員
の
業
務

内
容
の
評
価
シ
ー
ト
等
を
使
っ
て
の
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
早
急
に

そ
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

務
局
員
の
頑
張
り
が
報
わ
れ
る
よ
う
な
評
価

の
基
準
や
課
題
克
服
の
た
め
の
業
務
明
確
化
、

事
務
局
組
織
と
し
て
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
等
に
つ
い
て
も
整
備
を
進
め
、
特
定
の
事

務
局
員
だ
け
に
業
務
負
担
が
集
中
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
業
務
分
担
・
役
割
分
担
の
在
り

方
等
含
め
て
選
考
委
員
会
の
中
で
の
議
題
と

し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
説
明
・
審
議
を
受
け
、
次
回
10

月
28
日
の
「
第
６
回
常
務
理
事
会
」
ま
で
に

事
務
局
長
の
任
務
説
明
等
を
書
面
で
作
成
。

そ
の
書
面
に
従
い
、
11
月
18
日
の
「
第
７
回

常
務
理
事
会
」
ま
で
に
「
選
考
委
員
会
」
で

新
事
務
局
長
候
補
を
絞
り
込
み
、「
第
７
回

常
務
理
事
会
」
に
提
案
す
る
、
と
い
う
流
れ

と
な
る
こ
と
が
確
認
・
了
承
さ
れ
た
。
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・
そ
の
他

２
０
２
５
年
女
子
Ｕ
15
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ

へ
の
参
加
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ（
世
界
野

球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
）が
来
年
イ
タ
リ
ア
で

「
女
子
Ｕ
15
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
を
開
催
す

る
こ
と
が
急
遽
決
定
し
た
と
報
告
さ
れ
、
こ

れ
を
受
け
て
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ア
ジ
ア
」（
ア

ジ
ア
連
盟
）
か
ら
来
年
３
月
に
台
湾
で
「
女

子
Ｕ
15
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
」の
開
催
が
決
定
し
た

こ
と
が
説
明
さ
れ
、
日
本
が
こ
の
大
会
に
出

場
す
る
か
し
な
い
か
、
判
断
が
求
め
ら
れ
た
。

　

来
年
３
月
の
大
会
で
あ
り
、
今
年
度
決
算

と
な
る
が
、
元
々
予
算
を
取
っ
て
お
ら
ず
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
（
公
益
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
）
の
次
世
代
ア
ス
リ
ー
ト
予
算
は

補
正
予
算
を
組
ん
で
も
そ
の
対
象
と
は
な
ら

な
い
と
考
え
ら
れ
、
費
用
は
す
べ
て
日
本
協

会
負
担
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、「
是

非
と
も
出
場
し
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
、

岡
本
専
務
理
事
か
ら
大
会
参
加
へ
の
強
い
意

向
・
意
欲
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
上
で
理
事
会
の
承
認
が
求
め
ら
れ
、

ま
た
、
評
議
員
会
で
「
今
年
度
は
赤
字
を
出

さ
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
措
置
を
取
れ
ば
良

い
か
、
次
回
の
理
事
会
で
報
告
す
る
こ
と
が

説
明
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

　

こ
の
案
件
に
関
連
し
、
選
手
強
化
本
部
か

ら
「
男
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス

テ
ー
ジ
及
び
女
子
Ｕ
18
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー

ジ
に
つ
い
て
は
協
議
・
対
応
を
進
め
て
お
り
、

次
の
18
日
の
常
務
理
事
会
で
提
案
で
き
る
と

思
う
が
、
今
、
話
の
あ
っ
た
女
子
Ｕ
15
ア
ジ

ア
カ
ッ
プ
に
関
し
て
は
選
考
会
を
年
内
に
実

施
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
く
る
。
来
週
早
々

に
強
化
委
員
会
を
Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
す
る
が
、

18
日
の
承
認
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
、
募
集
の
準
備
や
選
考

会
の
実
施
内
容
・
場
所
等
進
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
、
選
考
会
実
施
や
大
会
参
加
の
予

算
に
つ
い
て
は
事
務
局
に
お
願
い
し
、
実
施

す
る
前
提
で
準
備
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
ご
承
認
願
い
た
い
」
と
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
強
化
本
部
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。

　

併
せ
て
、「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ア
ジ
ア
」（
ア

ジ
ア
連
盟
）
か
ら
来
年
３
月
の
女
子
Ｕ
15
ア

ジ
ア
カ
ッ
プ
に
加
え
、
来
年
度
に
Ｕ
23
男
子
、

女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
の
ど
ち
ら
か
の
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ

を
日
本
で
開
催
で
き
な
い
か
打
診
が
来
て
い

る
こ
と
が
報
告
・
説
明
さ
れ
た
。

　

回
答
期
限
は
こ
の
理
事
会
の
翌
日
と
な
っ

て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い
予
算
の
中
で
あ
る

が
、
現
時
点
で
「
開
催
で
き
な
い
」
と
断
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、「
検
討
中
」
と
回

答
し
、
47
都
道
府
県
に
開
催
希
望
が
あ
る
か

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
が
事
務
局
か

ら
提
案
さ
れ
、
女
子
Ｕ
15
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
「
参
加
」
の
方
向
で
具
体
案
を
検

討
、
男
子
Ｕ
23
、
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
の
ア
ジ
ア
カ

ッ
プ
日
本
開
催
に
つ
い
て
は
「
検
討
中
」
と

回
答
し
、
47
都
道
府
県
に
開
催
可
否
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

●
報
告
事
項

１
．
日
米
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　

２
０
２
４
報
告

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
「
日
米
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
２
０
２
４
」
の
実
施
報
告
並
び
に
暫

定
決
算
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

収
支
は
１
千
２
４
９
万
４
１
１
７
円
の
赤

字
で
あ
る
が
、
日
本
協
会
負
担
額
は
読
売
と

折
半
後
の
６
３
１
万
８
５
５
９
円
と
な
り
、

今
年
度
予
算
計
上
し
た
３
０
０
万
を
充
当
し
、

別
途
協
賛
い
た
だ
い
た
２
８
０
万
を
差
し
引

い
た
５
１
万
８
５
５
９
円
が
実
質
赤
字
額
と

な
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

来
年
度
以
降
も
こ
の
大
会
を
継
続
し
、
開

催
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
早
め
に
準
備
し
、

で
き
れ
ば
年
内
中
に
実
施
の
有
無
を
含
め
て

来
年
度
の
計
画
を
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
準

備
期
間
と
し
て
は
厳
し
い
こ
と
、
今
年
の
反

省
を
生
か
し
て
来
年
は
夏
休
み
期
間
に
開
催

で
き
る
よ
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
．
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
第
18
回
男
子

　
　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・

　
　

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
報
告

　

岡
本
専
務
理
事
か
ら
、「
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
第
18

回
男
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
ス
テ

ー
ジ
」
グ
ル
ー
プ
Ｃ
を
２
位
で
突
破
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

第
１
代
表
決
定
戦
で
は
ア
メ
リ
カ
に
４
回

コ
ー
ル
ド
負
け
（
０
ー
10
で
敗
戦
）。
投
手

の
球
速
は
１
４
０
km
超
、
打
者
の
パ
ワ
ー
も

含
め
て
力
の
差
が
感
じ
ら
れ
、
日
本
代
表
が

初
の
世
界
一
を
獲
得
す
る
に
は
、「
国
際
経

験
」
と
パ
ワ
ー
が
必
要
と
分
析
。
来
年
フ
ァ

イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
出
場
国
を
見
る
と
強
豪
国
ば
か
り
で

あ
り
、
今
後
の
強
化
へ
向
け
、
理
事
会
の
理

解
・
協
力
が
求
め
ら
れ
た
。

「ファイナルステージ」出場権は獲得したが……
課題も残った男子 TOP 日本代表
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世
界
の
ト
ッ
プ
を
め
ざ
す

決
意
・
覚
悟
を
新
た
に
！

　

去
る
10
月
8
日
（
火
）、「
令
和
６
年
度
国

際
競
技
大
会
優
秀
者
等
に
対
す
る
文
部
科
学

大
臣
顕
彰 

表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、
昨
年
度

の
国
際
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選

手
・
チ
ー
ム
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
世
界
的
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ

の
競
技
会
に
お
い
て
特
に
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
者
等
に
対
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰

を
行
い
、
そ
の
栄
誉
を
讃
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
。

　

（
公
財
）
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら

は
「
第
19
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
」（
２
０
２

３
年
９
月
26
日
～
10
月
２
日
／
中
国
・
杭

州
）
に
出
場
し
、「
全
勝
」
で
優
勝
を
飾
り
、

６
大
会
連
続
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
を
果
た
し
た

女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
チ
ー
ム
、「
第
14
回

男
子
Ｕ
18
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」（
２
０
２
３

年
11
月
11
日
～
19
日
／
メ
キ
シ
コ
・
エ
ル
モ

シ
ー
ジ
ョ
）
で
ホ
ス
ト
国
・
メ
キ
シ
コ
と
の

延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
に
も
つ
れ
込
む
激
闘
を

制
し
、
大
会
「
連
覇
」
を
達
成
し
た
男
子
Ｕ

18
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
表
彰
の
対
象
と
な
り
、

日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
を
代
表
し
て
、
男

子
Ｕ
18
日
本
代
表
・
田
中
徹
浩
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
が
表
彰
式
に
出
席
し
た
。

　

男
女
で
世
界
の
ト
ッ
プ
を
争
う
国
際
競
技

力
を
誇
る
日
本
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
。
こ
の
喜

び
を
分
か
ち
合
う
と
同
時
に
、
女
子
は
「
Ｌ

Ａ
28
」
で
の
３
大
会
連
続
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
ル
、
男
子
は
悲
願
の
「
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
優
勝
」
を
め
ざ
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
テ
ゴ
リ

ー
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
す
べ
て
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
「
世
界
一
」
を
め
ざ
す
「
決
意
」

と
「
覚
悟
」
を
新
た
に
し
た
。

事
務
局
だ
よ
り2023年女子TOP、男子U18日本代表が表彰を受けた

男子U18日本代表・田中徹浩ヘッドコーチが
日本ソフトボール協会を代表して、式に出席

「第19回アジア競技大会」で６大会連続の金メダル獲得を果たした女子TOP日本代表

男
子
U 

18
日
本
代
表
は

「
第
14
回
U 

18
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
で

激
闘
を
展
開
！
見
事
大
会
連
覇
! !
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